
嘉
承
二
年
の
『
御
即
位
次
第
』
に
つ
い
て

一
九

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
儀
式
書
の
中
か
ら
、
九
条
家
旧
蔵
（
九
条

本
）
の
『
御
即
位
次
第
』
と
題
す
る
史
料
を
紹
介
す
る（
1
）。

九
条
本
『
御
即
位
次
第
』
は
、
嘉
承
二
年
（
一
一
〇
七
）
一
二
月
一
日
の
「
為

房
卿
記
」
と
の
識
語
を
有
す
る
も
の
の
、
書
陵
部
図
書
課
閲
覧
室
の
カ
ー
ド
目
録

に
よ
る
と
、
記
者
は
不
明
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
も
あ
る
た
め
か
、

先
行
研
究
で
は
論
及
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
、
未
翻
刻
の
史
料
で
あ
る
。
し
か
し
本

書
は
貴
重
な
古
写
本
で
あ
る
上
に
、
詳
細
な
儀
式
次
第
と
豊
富
な
先
例
を
載
せ
て

お
り
、
院
政
期
ま
で
の
即
位
儀
礼
に
つ
い
て
数
多
く
の
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
中
に
は
、
後
三
条
天
皇
の
結
印
の
作
法
に
関
す
る
未
見
の
記
述
も
含
ま

れ
て
い
る
。
中
世
の
即
位
灌
頂
を
め
ぐ
る
議
論
に
一
石
を
投
じ
る
で
あ
ろ
う
こ
の

記
述
も
、
本
書
の
性
質
を
踏
ま
え
て
検
討
す
べ
き
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

本
書
に
つ
い
て
検
討
す
る
上
で
前
提
と
な
る
の
は
、
儀
式
に
際
し
て
個
別
に
作

成
さ
れ
る
儀
式
書
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
儀
式
書
の
作
成
は
、
藤
原
公
任

が
撰
し
た
平
安
中
期
の
代
表
的
な
儀
式
書
、『
北
山
抄
』
の
成
立
に
も
関
わ
っ
て

い
る
。『
北
山
抄
』
の
各
巻
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
事
由
に
よ
り
作
成
が
開
始
さ

れ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
巻
五
・
践
祚
抄
に
収
め
ら
れ
た
儀
式
次
第
は
、

公
任
が
三
条
天
皇
の
大
嘗
会
に
際
し
て
抄
出
し
た
「
大
嘗
会
事
」
や
、
後
一
条
天

皇
の
践
祚
に
際
し
て
作
成
し
た
「
譲
位
式
」
に
基
づ
く
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い

る（
2
）。
前
者
の
「
大
嘗
会
事
」
は
、
左
大
臣
道
長
の
命
を
受
け
て
抄
出
さ
れ
た

も
の
で
、公
任
は
大
嘗
会
の
「
次
第
」
を
道
長
の
も
と
に
持
参
し
て
い
る
〔『
権
記
』

寛
弘
八
年
一
一
月
九
日
条
〕。
ま
た
後
者
の
「
譲
位
式
」
に
つ
い
て
は
、
公
任
が

藤
原
実
資
の
も
と
に
何
度
も
草
案
を
書
き
送
り
、助
言
を
仰
い
で
い
る〔『
小
右
記
』

長
和
五
年
正
月
二
二
日
条
〕。『
北
山
抄
』
は
、
こ
の
よ
う
な
個
別
の
「
次
第
」
や

「
式
」
を
作
成
し
た
経
験
を
活
か
し
て
撰
述
さ
れ
て
い
た
。

本
稿
で
論
証
す
る
通
り
、
九
条
本
『
御
即
位
次
第
』
は
嘉
承
二
年
の
鳥
羽
天
皇

の
即
位
に
際
し
て
作
成
さ
れ
た
儀
式
書
で
あ
る
。
さ
ら
に
本
書
の
内
容
は
、「
江

次
第
」の
説
と
し
て
諸
記
録
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
判
明
し
た
。
筆
者
は『
江

家
次
第
』
を
撰
し
た
大
江
匡
房
（
一
〇
四
一
〜
一
一
一
一
）
で
あ
る
。
た
だ
し
本

書
の
内
容
は
、『
江
家
次
第
』
の
現
行
諸
本
と
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

九
条
本
『
御
即
位
次
第
』
と
『
江
家
次
第
』
の
現
行
諸
本
は
ど
の
よ
う
な
関
係

嘉
承
二
年
の
『
御
即
位
次
第
』
に
つ
い
て
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二
〇

に
あ
る
の
か
。
ま
た
本
書
は
ど
の
程
度
流
布
し
、
参
照
さ
れ
た
の
か
。
さ
ら
に
本

書
が
作
成
さ
れ
た
背
景
と
し
て
、
当
時
の
摂
関
家
と
匡
房
と
の
関
係
も
検
討
す
べ

き
点
で
あ
る
。
本
書
が
投
げ
か
け
る
問
題
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
本
稿
で
は
、
九

条
本
『
御
即
位
次
第
』
の
全
文
を
翻
刻
す
る
と
と
も
に
、
筆
者
と
成
立
時
期
に
関

す
る
基
礎
的
な
考
察
を
行
う
こ
と
を
主
な
課
題
と
す
る
。
上
述
の
問
題
に
対
す
る

私
見
は
、
煩
瑣
な
形
で
は
あ
る
が
、
本
書
の
書
誌
を
明
ら
か
に
す
る
中
で
適
宜
述

べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

一　

九
条
本
『
御
即
位
次
第
』
の
紹
介

（
一
）
九
条
本
『
御
即
位
次
第
』
の
書
誌
情
報

本
書
は
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
、
九
条
家
旧
蔵
の
巻
子
本
一
巻
で
あ
る
。
函
架
番

号
は
九
―
五
五
。
閲
覧
室
の
カ
ー
ド
目
録
に
よ
る
と
、
鎌
倉
期
の
写
本
と
み
ら
れ

る
。
登
録
名
は
「
御
即
位
次
第
（
尾
欠
）」、
書
陵
部
の
修
補
に
か
か
る
現
表
紙
に

は
、「
御
即
位
儀
次
第
」
の
題
箋
を
付
す
。

現
表
紙
を
除
く
紙
数
は
計
二
三
紙
で
、
紙
高
は
お
よ
そ
二
九
㎝
。
第
一
紙
（
幅

一
一
㎝
）
は
旧
表
紙
で
、
紙
面
の
奥
寄
り
に
「
御
即
位
」
の
外
題
を
記
す
。
第
二

紙
（
幅
一
〇
・
五
㎝
）
は
第
一
紙
よ
り
新
し
い
補
紙
で
、「
為
房
卿
記
〈
嘉
承

二
十
二
月
朔
日
／
鳥
羽
院
事
〉」の
識
語
を
記
す
。
こ
れ
ら
の
外
題
・
識
語
は
共
に
、

江
戸
前
期
の
九
条
家
当
主
で
あ
る
道
房
の
筆
と
み
ら
れ
る（
3
）。

本
文
は
第
三
紙
か
ら
第
二
三
紙
ま
で
の
合
計
四
二
五
行
。
一
紙
ご
と
の
幅
は
、

第
三
紙
が
三
八
㎝
、
第
四
紙
以
下
は
四
六
〜
四
六
・
五
㎝
程
度
で
あ
る
。
天
地
に

各
一
条
の
墨
界
（
界
高
は
お
よ
そ
二
五
㎝
）
を
引
く
。
本
文
冒
頭
に
は
「
御
即
位

儀
」
の
巻
首
題
が
あ
り
、
本
文
と
同
筆
で
あ
る
。
全
体
の
所
々
に
朱
筆
の
首
書
と

合
点
を
付
す
ほ
か
、
墨
筆
傍
書
や
挿
入
符
に
よ
る
本
文
の
訂
正
も
一
部
に
見
ら
れ

る
。
本
文
に
は
字
句
の
誤
脱
や
、
割
書
の
一
部
が
誤
っ
て
本
行
に
記
さ
れ
た
と
み

ら
れ
る
箇
所
が
多
い
こ
と
か
ら
、
原
本
で
は
な
く
写
本
と
認
め
ら
れ
る
。

巻
尾
は
本
文
の
途
中
で
失
わ
れ
て
お
り
、
第
二
四
紙
の
糊
離
れ
が
原
因
と
み
ら

れ
る
。
奥
書
も
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
本
書
の
素
性
に
つ
い
て
は
、
第
二
紙
の
識

語
の
正
否
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
識
語
に
よ
る
と
、
筆
者
は
藤
原

為
房
（
一
〇
四
九
〜
一
一
一
五
）、
内
容
は
嘉
承
二
年
一
二
月
一
日
の
鳥
羽
天
皇

即
位
の
事
で
あ
る
と
い
う
。

な
お
、「
御
即
位
次
第
」
と
い
う
書
名
は
、
い
わ
ゆ
る
「
次
第
書
き
」
に
よ
っ

て
記
さ
れ
た
儀
式
書
の
通
称
で
あ
り
、
同
名
異
種
の
諸
本
が
多
数
存
在
す
る（
4
）。

本
稿
で
取
上
げ
る
九
条
本
『
御
即
位
次
第
』
は
、
数
あ
る
「
御
即
位
次
第
」
の
中

で
も
独
自
の
内
容
が
多
く
、
史
料
的
価
値
が
極
め
て
高
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、

本
書
が
鳥
羽
天
皇
の
即
位
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
儀
式
書
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す

る
た
め
に
、「
嘉
承
御
即
位
次
第
」
と
仮
称
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
二
）
特
徴
的
な
内
容

天
皇
の
即
位
儀
は
、
践
祚
儀
（
剣
璽
渡
御
儀
）
の
後
、
吉
日
を
選
ん
で
行
わ
れ

る
。
即
位
儀
の
挙
行
に
は
、
代
替
り
の
報
告
の
た
め
伊
勢
神
宮
に
奉
幣
す
る
御
即

位
由
奉
幣
や
、
会
場
と
な
る
大
極
殿
・
八
省
院
の
装
束
（
し
つ
ら
え
）
な
ど
、
数
々

の
儀
礼
・
実
務
が
伴
う
。
嘉
承
御
即
位
次
第
は
、
こ
の
よ
う
な
即
位
当
日
ま
で
の

行
事
を
指
南
し
た
上
で
、
当
日
の
儀
式
次
第
を
記
す
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

内
容
を
詳
し
く
見
る
と
、
平
安
時
代
の
一
般
的
な
儀
式
書
と
は
異
な
る
特
徴
が



嘉
承
二
年
の
『
御
即
位
次
第
』
に
つ
い
て

二
一

以
下
の
よ
う
な
点
に
認
め
ら
れ
る
。
263
行
目
か
ら
の
「
行
列
次
第
」
に
は
「
里
内

儀
」
と
の
註
記
が
あ
り
、
同
様
に
235
行
目
に
も
、「
里
内
裏
」
の
場
合
は
留
守
を

置
く
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
平
安
前
期
の
『
儀
式
』、お
よ
び
『
西
宮
記
』
に
は
、

即
位
行
幸
の
次
第
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。平
安
中
期
以
降
に
里
内
裏
が
常
態
化
し
、

大
内
裏
に
あ
る
八
省
院
へ
の
行
幸
が
必
要
に
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
嘉
承
御

即
位
次
第
は
行
幸
に
関
わ
る
詳
細
な
次
第
を
載
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
嘉
承
御
即
位
次
第
は
、幼
主
の
場
合
の
儀
式
次
第
を
随
所
に
記
し
て
い
る
。

天
皇
の
代
行
・
補
佐
は
「
摂
政
」
が
行
い
、
行
幸
と
大
極
殿
へ
の
出
御
の
際
に
は
、

「
皇
后
」（
こ
の
場
合
は
先
代
の
皇
后
、
す
な
わ
ち
母
后
）
が
天
皇
と
同
じ
御
輿
に

乗
り
、
共
に
高
御
座
に
着
く
。
幼
主
の
即
位
が
慣
例
化
し
て
も
な
お
、『
北
山
抄
』

は
成
人
天
皇
の
即
位
を
前
提
と
し
、
幼
主
の
先
例
を
註
で
付
記
す
る
に
留
め
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
て
嘉
承
御
即
位
次
第
は
、
一
貫
し
て
幼
主
の
即
位
を
想
定
し
て

い
る
。
加
え
て
諒
闇
の
場
合
の
素
服
・
吉
服
の
使
い
分
け
に
言
及
し
て
い
る
点

〔
4
行
目
、
50
行
目
〕
も
、
一
般
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
で
あ
る
。

嘉
承
御
即
位
次
第
が
、
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
な
特
定
の
天
皇
の
即
位
に
際
し

て
作
成
さ
れ
た
儀
式
書
だ
と
す
る
と
、
こ
れ
は
先
帝
の
崩
御
か
ら
ま
も
な
く
、
幼

主
の
即
位
が
予
定
さ
れ
て
い
る
状
況
で
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時

五
歳
の
鳥
羽
天
皇
の
即
位
は
、
堀
河
天
皇
の
崩
御
後
、
里
内
裏
か
ら
の
行
幸
と
、

母
后
（
准
母
令
子
内
親
王
）
の
同
輿
・
同
座
が
行
わ
れ
た
事
例
で
あ
る
。

（
三
）
作
成
時
期
を
示
す
記
述

本
書
が
嘉
承
二
年
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
記
述
は
、
51
行
目
の
「
前
十
許

日
以
吉
日
」
に
始
ま
る
箇
所
で
あ
る
。
御
躰
平
安
と
即
位
当
日
の
好
天
を
祈
願
す

る
内
容
だ
が
、
こ
の
う
ち
消
息
を
遣
わ
す
べ
き
諸
寺
の
一
覧
に
は
、
東
大
寺
以
下

九
箇
寺
に
続
け
て
、「
尊
勝
寺
を
加
ふ
べ
き
か
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
尊
勝
寺
は

堀
河
天
皇
の
御
願
寺
で
あ
る
。
後
三
条
天
皇
の
御
願
寺
で
あ
る
円
宗
寺
、
同
じ
く

白
河
天
皇
の
法
勝
寺
に
続
け
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
れ
は
堀
河

天
皇
の
後
継
で
あ
る
鳥
羽
天
皇
の
即
位
に
際
し
て
の
記
述
と
推
測
で
き
る
。

こ
の
十
箇
寺
は
、そ
の
後
の
記
録
に
見
え
る
嘉
承
の
先
例
に
合
致
す
る
の
だ
が
、

こ
こ
で
若
干
の
説
明
を
要
す
る
。
ま
ず
『
三
長
記
』
建
久
九
年
（
一
一
九
八
）
二

月
二
一
日
条
は
、
土
御
門
天
皇
即
位
に
際
し
、
東
大
寺
・
興
福
寺
・
延
暦
寺
・
園

城
寺
・
東
寺
・
仁
和
寺
・
円
宗
寺
・
法
勝
寺
・
尊
勝
寺
か
ら
な
る
「
嘉
承
九
箇
寺
」

を
先
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
法
成
寺
の
名
が
こ
こ
に
無
く
、「
九
箇
寺
」
と
な
っ

て
い
る
理
由
は
、
も
う
一
つ
の
史
料
、
東
山
御
文
庫
記
録
『
御
即
位
条
々
雑
例
兼

日
』
上
「
諸
社
諸
寺
御
祈
事
」（
5
）に
よ
っ
て
判
明
す
る
。
こ
の
史
料
に
も
嘉
承

の
例
と
し
て
、
東
寺
・
東
大
寺
・
興
福
寺
・
仁
和
寺
・
延
暦
寺
・
園
城
寺
・
円
宗

寺
・
法
勝
寺
・
尊
勝
寺
の
九
箇
寺
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、「
延
暦
寺
」
に
続
く

細
字
註
に
は
、「
付
二
祇
園
・
日
吉
・
法
成
寺
・
楞
厳
院
一
」
の
一
文
が
あ
る
。
法

成
寺
に
対
す
る
祈
祷
の
命
は
、
延
暦
寺
に
付
し
て
下
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

嘉
承
御
即
位
次
第
に
記
さ
れ
た
十
箇
寺
で
の
祈
祷
は
、
嘉
承
二
年
の
実
例
と
認

め
ら
れ
る
。
尊
勝
寺
が
初
め
て
対
象
と
な
っ
た
の
は
鳥
羽
天
皇
の
時
で
あ
り
、
本

書
が
嘉
承
二
年
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

（
四
）
嘉
承
度
の
記
録
と
の
齟
齬

嘉
承
御
即
位
次
第
が
作
成
さ
れ
た
時
点
で
は
、
諸
寺
へ
の
祈
祷
の
命
が
下
さ
れ

て
お
ら
ず
、
尊
勝
寺
は
候
補
に
留
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
尊
勝
寺
に
も
祈
祷
の
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二

命
は
下
さ
れ
た
が
、
一
方
で
法
成
寺
へ
の
下
知
は
延
暦
寺
に
付
さ
れ
た
。
嘉
承
御

即
位
次
第
に
は
、
実
際
に
挙
行
さ
れ
た
儀
式
次
第
と
一
致
し
な
い
記
述
が
あ
る
。

3
行
目
以
下
で
は
、
摂
政
に
よ
る
御
即
位
由
奉
幣
の
代
行
を
記
し
て
お
り
、
こ

れ
は
応
徳
三
年
（
堀
河
天
皇
即
位
、摂
政
師
実
）
の
先
例
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

た
だ
し
嘉
承
の
御
即
位
由
奉
幣
は
堀
河
天
皇
崩
御
に
よ
る
諒
闇
中
に
当
っ
た
。
そ

の
た
め
筆
者
は
、
諒
闇
中
に
も
摂
政
は
吉
服
を
着
て
こ
れ
を
行
う
と
の
一
文
を
書

き
添
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
『
殿
暦
』
嘉
承
二
年
一
一
月
七
日
条
に
よ
る

と
、
摂
政
忠
実
は
延
長
の
例
（
朱
雀
天
皇
即
位
、
摂
政
忠
平
）
に
準
拠
し
、
諒
闇

中
に
は
天
皇
も
御
拝
を
行
な
わ
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
代
行
を
見
送
っ
た
。

同
様
の
こ
と
が
、
即
位
当
日
に
摂
政
忠
実
が
祗
候
し
た
場
所
に
つ
い
て
も
言
え

る
。
既
に
先
学
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
通
り
、
応
徳
以
降
は
摂
政
が
高
御
座
壇
上

に
祗
候
し
て
幼
主
の
補
佐
を
行
う
こ
と
が
慣
例
と
な
っ
た（
6
）。
嘉
承
御
即
位
次

第
も
応
徳
の
例
を
引
き
、
高
御
座
壇
上
に
円
座
を
敷
き
摂
政
の
座
と
す
る
こ
と
を

記
し
て
い
る
〔
119
行
目
〕。
し
か
し
忠
実
が
実
際
に
祗
候
し
た
場
所
は
こ
れ
と
異

な
る
。
嘉
承
御
即
位
次
第
が
記
す
壇
上
の
円
座
の
位
置
は
「
西
北
角
」
だ
が
、
当

日
の
忠
実
は
「
高
御
座
中
層
丑
寅
角
円
座
」
に
着
き
、「
応
徳
例
」
に
従
っ
て
密
々

に
天
皇
へ
菓
子
を
供
し
た
〔『
殿
暦
』
同
年
一
二
月
一
日
条
〕。
嘉
承
御
即
位
次
第

の
筆
者
と
忠
実
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
形
で
先
例
を
参
照
し
て
い
る
。

嘉
承
御
即
位
次
第
は
「
故
摂
政
」（
師
実
）
の
説
を
二
箇
所
〔
18
行
目
、357
行
目
〕

に
記
し
て
お
り
、
筆
者
は
摂
関
家
と
親
し
い
人
物
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か

し
忠
実
は
筆
者
の
説
を
採
用
せ
ず
、
御
即
位
由
奉
幣
の
代
行
を
止
め
、
即
位
当
日

は
「
高
御
座
中
層
丑
寅
角
円
座
」
に
着
い
た
。
嘉
承
御
即
位
次
第
の
筆
者
と
忠
実

と
の
関
係
が
疎
遠
で
あ
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

（
五
）
藤
原
為
房
撰
『
撰
集
秘
記
』
と
の
比
較

第
二
紙
の
識
語
で
筆
者
に
擬
さ
れ
て
い
る
藤
原
為
房
は
、摂
関
家
の
信
任
篤
く
、

嘉
承
二
年
当
時
も
忠
実
の
家
司
を
務
め
て
い
る（
7
）。
前
節
で
の
検
討
か
ら
、「
為

房
卿
記
」
と
い
う
記
載
は
疑
わ
し
い
と
考
え
る
が
、
こ
こ
で
為
房
が
撰
し
た
『
撰

集
秘
記
』（
8
）と
、
嘉
承
御
即
位
次
第
の
特
徴
を
比
較
し
て
み
た
い
。『
撰
集
秘
記
』

は
本
来
の
四
〇
巻
の
う
ち
多
く
が
散
逸
し
、
即
位
に
関
す
る
記
述
は
現
存
諸
本
に

含
ま
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
『
撰
集
秘
記
』
の
編
纂
に
は
一
貫
し
た
方
針
が
あ
り
、

為
房
の
先
例
観
と
先
行
儀
式
書
に
対
す
る
態
度
が
如
実
に
表
れ
て
い
る
。『
撰
集

秘
記
』
の
編
纂
方
針
は
、
嘉
承
御
即
位
次
第
の
記
述
態
度
と
明
ら
か
に
相
違
し
、

む
し
ろ
嘉
承
御
即
位
次
第
の
筆
者
独
自
の
姿
勢
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
も
の
で
あ

る
。『

撰
集
秘
記
』
は
、
藤
原
為
房
が
「
数
家
秘
記
」
を
「
切
続
」
ぎ
、「
今
案
」
を

書
き
添
え
て
白
河
院
に
進
上
し
た
儀
式
書
で
あ
る
と
い
う
〔
勧
修
寺
家
本
『
永
昌

記
』
嘉
承
二
年
五
月
記
紙
背
文
書
〕。
そ
の
特
徴
は
、恒
例
・
臨
時
の
行
事
ご
と
に
、

複
数
の
儀
式
書
の
記
述
を
ほ
ぼ
原
文
の
ま
ま
並
べ
、
文
字
通
り
「
切
続
」
い
だ
形

態
を
と
っ
て
い
る
点
に
あ
る
。
ま
た
為
房
が
採
録
し
た
「
数
家
秘
記
」
に
は
、『
装

束
記
文
』『
清
凉
記
』『
蔵
人
式
』『
九
条
年
中
行
事
』『
西
宮
記
』『
北
山
抄
』『
行

成
卿
抄
』
の
七
書
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

嘉
承
御
即
位
次
第
と
『
撰
集
秘
記
』
と
の
編
纂
方
針
の
違
い
は
、『
北
山
抄
』

の
参
照
方
法
に
顕
著
で
あ
る
。
嘉
承
御
即
位
次
第
も
複
数
の
儀
式
書
を
参
照
し
た

形
跡
が
あ
り
、
と
り
わ
け
儀
式
次
第
の
記
述
は
『
北
山
抄
』
か
ら
の
影
響
が
濃

い（
9
）。
た
だ
し
嘉
承
御
即
位
次
第
は
、『
北
山
抄
』
の
本
文
を
分
断
し
、
不
足

し
て
い
る
儀
式
次
第
を
書
き
加
え
、
あ
る
い
は
異
説
を
削
除
し
、
さ
ら
に
作
法
を



嘉
承
二
年
の
『
御
即
位
次
第
』
に
つ
い
て

二
三

書
き
改
め
た
箇
所
す
ら
あ
る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
左
侍
従
が
礼
畢
を
奏
す
る
作

法
の
記
述
〔
384
〜
391
行
目
〕
は
、『
北
山
抄
』
巻
五
の
「
殿
上
侍
従
儀
」
に
一
致

す
る
語
句
が
多
い
。
し
か
し
大
極
殿
南
栄
か
ら
御
前
へ
進
む
作
法
に
つ
い
て
は
、

『
北
山
抄
』
が
第
五
間
東
楹
西
で
「
北
折
」
し
て
傍
行
す
る
説
を
採
り
つ
つ
、
割

註
で
複
数
の
説
が
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
の
に
対
し
、嘉
承
御
即
位
次
第
は『
北

山
抄
』
の
割
註
を
省
い
た
上
で
、
第
五
間
東
楹
西
よ
り
入
っ
た
の
ち
「
西
折
」
す

る
説
に
改
め
て
い
る
。
ま
た
嘉
承
御
即
位
次
第
は
、
雨
儀
に
関
す
る
一
説
を
「
北

山
抄
曰
」
と
し
て
引
用
し
て
い
る
が
〔
407
行
目
〕、
実
は
『
北
山
抄
』
の
引
用
は
、

403
行
目
の
「
主
殿
寮
」
の
記
述
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
嘉
承
御
即
位
次
第
の
筆
者

は
、
先
行
儀
式
書
の
次
第
・
作
法
を
、
自
説
に
吸
収
し
て
記
述
す
る
姿
勢
を
貫
い

て
い
る
。

現
存
す
る
『
撰
集
秘
記
』
の
本
文
の
う
ち
、
為
房
自
身
の
「
今
案
」
に
当
る
記

述
は
極
め
て
少
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
為
房
は
、
先
行
儀
式
書
の
原
文

を
尊
重
し
、
内
容
の
重
複
を
厭
わ
ず
引
載
す
る
こ
と
で
、
複
数
の
儀
式
次
第
や
作

法
を
忠
実
に
伝
え
て
い
る
。
原
典
主
義
と
も
言
う
べ
き
『
撰
集
秘
記
』
の
編
纂
方

針
は
、
嘉
承
御
即
位
次
第
の
筆
者
の
姿
勢
と
対
極
的
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

二　

嘉
承
御
即
位
次
第
の
筆
者

（
一
）「
江
次
第
」
の
逸
文

嘉
承
御
即
位
次
第
は
、
当
時
の
状
況
に
即
し
た
儀
式
次
第
を
取
入
れ
、
先
行
儀

式
書
の
記
述
を
積
極
的
に
書
き
改
め
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
他
の
儀

式
書
に
は
見
ら
れ
な
い
独
特
な
内
容
も
散
見
す
る
。
そ
こ
で
本
書
の
特
徴
的
な
記

述
を
精
査
し
た
と
こ
ろ
、「
江
次
第
」
の
逸
文
と
一
致
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

ま
ず
は
仁
安
三
年
（
一
一
六
八
）
の
「
俊
経
卿
記
」（
10
）が
記
す
逸
文
を
確
認
す
る
。

「
俊
経
卿
記
」
は
、
高
倉
天
皇
の
即
位
に
際
し
、
行
事
弁
の
藤
原
俊
経
が
、
大

極
殿
と
小
安
殿
を
主
と
し
た
装
束
を
記
述
し
た
史
料
で
あ
る
。
本
文
の
割
註
に
は

先
例
と
の
相
違
点
や
異
説
を
記
し
て
お
り
、
嘉
承
御
即
位
次
第
と
一
致
す
る
内
容

が
含
ま
れ
て
い
る
。
次
に
掲
げ
る
の
は
そ
の
一
例
で
あ
り
、
俊
経
は
こ
れ
を
「
江

次
第
」
の
説
と
し
て
引
用
し
て
い
る
。

艮（
高
御
座
壇
上
）

角
屏
風
内
敷
二
菅
円
座
一
枚
一
、〈
此
円
座
不
レ
載
二
記
文
一
、
如
二
江
次
第
一

者
、
乾
角
可
レ
敷
歟
、
然
而
応
徳
例
敷
二
艮
角
一
之
由
、
見
二
為
房
卿
記
一
、〉

高
御
座
壇
上
の
円
座
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
が
、
西
北
（
乾
）
角
に
敷
い
た
実

例
は
確
認
で
き
ず
、
こ
の
「
江
次
第
」
逸
文
と
嘉
承
御
即
位
次
第
の
み
に
見
ら
れ

る
独
特
な
説
で
あ
る
。し
か
も
応
徳
の
例
で
は
艮
角
に
敷
か
れ
て
い
た
こ
と
が「
為

房
卿
記
」
に
見
え
る
と
い
う
。
為
房
に
よ
る
記
録
は
九
条
本
『
堀
河
天
皇
御
即
位

部
類
記
』（
11
）に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
奉
行
職
事
と
し
て
天
皇
の
出
御
に
供
奉
し

た
為
房
は
、
摂
政
師
実
が
「
壇
上
艮
角
屏
風
内
」
に
祗
候
し
た
こ
と
を
明
記
し
て

い
る
。
摂
政
の
座
を
乾
角
に
敷
く
と
い
う
説
は
、
為
房
の
も
の
で
は
な
い
。

「
俊
経
卿
記
」
は
さ
ら
に
二
箇
所
で
「
江
次
第
」
の
説
を
引
用
し
て
い
る
。
一

つ
は
、
高
御
座
の
装
束
に
関
す
る
「
件
帽
額
二
双
、
寛
徳
以
後
紛
失
、
不
レ
懸
二

北
乾
二
方
一
之
由
、
見
二
江
家
次
第
一
」
と
い
う
記
述
、
も
う
一
つ
は
、
礼
畢
を
奏

す
る
侍
従
の
位
氈
に
関
す
る
「
如
二
江
次
第
一
者
、
若
三
位
奉
仕
者
、
可
レ
敷
二
此

三
位
氈
一
云
々
」
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
前
者
は
嘉
承
御
即
位
次
第
の
87
〜
88
行

目
、
後
者
は
113
行
目
に
照
応
す
る
。
こ
の
よ
う
に
「
俊
経
卿
記
」
が
引
く
「
江
次

第
」
の
説
は
全
て
、
嘉
承
御
即
位
次
第
に
記
さ
れ
て
い
る（
12
）。
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二
四

以
上
の
「
江
次
第
」
の
説
は
、
い
ず
れ
も
流
布
本
『
江
家
次
第
』
に
は
見
ら
れ

な
い
も
の
で
あ
る
。
天
皇
代
替
り
の
諸
次
第
を
収
め
た『
江
家
次
第
』践
祚
巻（
流

布
本
の
巻
十
四
・
十
五
）
の
う
ち
、
御
譲
位
・
固
関
・
坊
官
除
目
・
建
礼
門
行
幸
・

御
即
位
・
大
嘗
会
御
禊
を
内
容
と
す
る
践
祚
上
巻
に
つ
い
て
は
、
室
町
期
以
前
の

古
写
本
が
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現
行
諸
本
に
大
き
な
異
同
は
な
い
。
一
方
、
下

巻
に
つ
い
て
は
流
布
本
と
異
な
る
内
容
を
持
つ
古
写
本
が
現
存
し
て
お
り（
13
）、

上
巻
に
も
異
本
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

「
俊
経
卿
記
」
は
、
流
布
本
『
江
家
次
第
』
と
異
な
る
内
容
の
「
江
次
第
」
を

参
照
し
て
い
た
。
こ
れ
は
「
嘉
承
江
抄
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
、
平
安
末

期
の
史
料
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

（
二
）「
嘉
承
江
抄
」
に
つ
い
て

「
嘉
承
江
抄
」の
存
在
が
確
認
で
き
る
の
は
、安
徳
天
皇
の
即
位
を
記
録
し
た『
山

槐
記
』
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
四
月
二
二
日
条
で
あ
る
。
筆
者
の
藤
原
忠
親
は
、

天
皇
が
高
御
座
に
渡
御
す
る
際
に
剣
璽
を
持
つ
内
侍
二
人
の
位
置
に
つ
い
て
、「
嘉

承
江
抄
」
の
説
を
参
照
し
て
い
る
。

大（
平
時
忠
）理
云
、
内
侍
可
レ
候
二
前
後
一
之
由
、
雖
レ
載
レ
式
、
共
候
二
御
前
一
者
、
清

凉
抄
云
、
奉
レ
従
如
レ
常
、
可
レ
列
二
前
後
一
歟
、
又
嘉
承
江
抄
如
レ
此
、
然
而

任
二
代
々
儀
一
列
二
左
右
一
歟
、

「
嘉
承
江
抄
」
は
、「
式
」
と
同
じ
く
天
皇
の
前
後
に
列
す
る
説
を
載
せ
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
、
当
日
の
剣
璽
内
侍
は
御
前
の
左
右
に
列
し
て
い
た
と
い
う
。
ち
な

み
に
平
時
忠
の
い
う
「
式
」
と
は
、
左
大
臣
藤
原
経
宗
が
治
承
の
新
式
と
し
て
作

成
し
た
『
即
位
式
』
を
指
す（
14
）。
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
儀
式
書

の
説
と
実
例
と
の
相
違
で
あ
り
、「
嘉
承
江
抄
」
は
嘉
承
の
即
位
に
際
し
て
作
成

さ
れ
た
儀
式
書
、
す
な
わ
ち
「
江
次
第
」
と
み
て
よ
い
。
そ
し
て
嘉
承
御
即
位
次

第
の
359
〜
360
行
目
は
、「
嘉
承
江
抄
」
の
説
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

嘉
承
御
即
位
次
第
が
「
江
次
第
」
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ

が
、流
布
本
『
江
家
次
第
』
は
「
内
侍
二
人
〈
剣
在
二
御
前
左
一
、璽
在
二
御
前
右
一
〉」

と
い
う
逆
の
説
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
を
い
か
に
理
解
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。

流
布
本
は
、即
位
の
儀
式
次
第
に
続
い
て
「
即
位
間
事
」
と
い
う
項
目
を
立
て
、

延
久
四
年
（
一
〇
七
二
）
一
二
月
二
九
日
の
白
河
天
皇
即
位
の
記
録
を
載
せ
て
い

る
。
そ
の
見
出
し
に
は
な
ぜ
か
、
堀
河
天
皇
の
即
位
に
当
る
「
応
徳〔
三
カ
〕
四
年
十
二
月

十
九
日
、
左
大
弁
大
江
匡
房
朝
臣
」
と
い
う
割
書
が
あ
る
が
、
こ
の
見
出
し
の
日

付
は
、
匡
房
が
応
徳
の
即
位
に
際
し
て
、
延
久
の
記
録
を
抄
出
し
た
こ
と
を
意
味

す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
点
か
ら
推
測
す
る
な
ら
、
流
布
本
の
即
位
次
第

は
「
即
位
間
事
」
と
共
に
応
徳
の
段
階
で
執
筆
さ
れ
た
が
、
匡
房
は
更
に
そ
れ
を

書
き
改
め
、
嘉
承
御
即
位
次
第
を
作
成
し
た
と
い
う
説
明
も
可
能
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
嘉
承
御
即
位
次
第
と
流
布
本
『
江
家
次
第
』
の
内
容
は
、
前
者
が
後

者
を
増
補
し
た
も
の
と
言
う
よ
り
は
、
全
く
異
な
る
儀
式
書
と
し
て
成
立
し
た
と

言
っ
て
よ
い
程
の
違
い
が
あ
る
。
こ
の
理
由
に
つ
い
て
は
多
く
の
課
題
を
残
し
て

い
る
が
、
流
布
本
の
即
位
次
第
は
、
匡
房
が
抄
出
し
た
「
即
位
間
事
」
を
参
照
し

て
、
別
人
が
作
成
し
た
可
能
性
も
疑
っ
て
み
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、

嘉
承
御
即
位
次
第
は
『
江
家
次
第
』
践
祚
上
巻
に
収
録
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

単
独
の
「
江
次
第
」
と
し
て
伝
わ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

一
条
兼
良
は
『
江
家
次
第
』
の
成
立
に
つ
い
て
、「
始
不
レ
為
二
一
書
一
、
臨
時

公
事
之
期
漸
々
撰
レ
之
、
後
人
集
而
成
二
廿
一
巻
一
、
立
二
恒
例
臨
時
部
類
一
者
」
と



嘉
承
二
年
の
『
御
即
位
次
第
』
に
つ
い
て

二
五

述
べ
て
い
る
〔『
江
次
第
鈔
』
発
題
〕。「
臨
時
公
事
の
期
に
漸
々
撰
」
し
た
と
い

う
説
は
、
嘉
承
御
即
位
次
第
の
存
在
に
よ
っ
て
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る（
15
）。

（
三
）
嘉
承
の
「
江
次
第
」
そ
の
後

嘉
承
の
「
江
次
第
」
は
、少
な
く
と
も
室
町
中
期
ま
で
流
布
し
て
い
た
ら
し
い
。

平
松
文
庫
本
『
御
即
位
次
第
』
第
五
冊（
16
）は
、
寛
正
六
年
（
一
四
六
五
）
の

後
土
御
門
天
皇
即
位
に
際
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
流
布
本
と
異
な
る
「
江
次

第
」
の
引
用
が
二
箇
所
に
あ
る
。
即
位
前
日
の
十
箇
寺
諷
誦
に
関
す
る
「
江
次
第

云
、
件
寺
随
レ
時
不
レ
定
」
と
い
う
記
述
と
、
内
弁
大
臣
が
宣
命
の
清
書
を
奏
す

る
次
第
の
「
不
レ
奏
レ
草
、
但
有
二
辞
別
一
者
、
可
レ
奏
レ
草
、〈
江
次
第
説
〉」
と
い

う
記
述
で
あ
る
。
嘉
承
御
即
位
次
第
で
は
228
行
目
と
236
行
目
に
照
応
す
る
。

私
が
気
付
い
た
範
囲
で
は
、
こ
の
寛
正
の
御
即
位
次
第
が
、
嘉
承
の
「
江
次
第
」

を
引
用
し
た
最
も
新
し
い
史
料
で
あ
る
。
嘉
承
の
「
江
次
第
」
は
、
お
そ
ら
く
応

仁
・
文
明
の
乱
か
ら
江
戸
前
期
ま
で
の
間
に
散
逸
し
、そ
の
筆
者
す
ら
不
明
に
な
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

九
条
家
に
残
さ
れ
た
嘉
承
御
即
位
次
第
を
「
為
房
卿
記
」
と
認
定
し
た
道
房
は
、

寛
永
二
〇
年
（
一
六
四
三
）
の
後
光
明
天
皇
即
位
に
際
し
、『
大
礼
一
覧
』（
17
）

を
編
纂
し
た
。『
大
礼
一
覧
』
は
、
即
位
の
次
第
書
き
に
加
え
て
、
平
安
期
ま
で

遡
る
諸
記
録
を
引
勘
し
た
儀
式
書
で
あ
る
。
そ
の
骨
子
と
な
っ
て
い
る
次
第
書
き

の
多
く
は
、
出
典
名
が
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
嘉
承
御
即
位
次
第
を
引
用
し

た
も
の
で
あ
る
。
道
房
は
「
為
房
卿
記
」
と
誤
認
し
た
ま
ま
、
こ
れ
を
座
右
に
置

い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、嘉
承
の
「
江
次
第
」
は
奇
し
く
も
こ
の
よ
う
な
形
で
、

再
び
儀
式
書
と
し
て
の
価
値
を
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

三　

嘉
承
御
即
位
次
第
と
大
江
匡
房
の
個
性

（
一
）
大
江
匡
房
の
博
識
と
「
僻
事
」

改
め
て
嘉
承
御
即
位
次
第
の
内
容
を
振
り
返
る
と
、
筆
者
が
大
江
匡
房
で
あ
る

こ
と
を
裏
付
け
る
特
徴
は
随
所
に
認
め
ら
れ
る
。

第
一
章
第
五
節
で
取
上
げ
た
『
北
山
抄
』
と
の
密
接
な
関
係
と
、
儀
式
次
第
の

積
極
的
な
改
変
は
、『
江
家
次
第
』
に
見
ら
れ
る
特
徴
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い

る（
18
）。
ま
た
、
嘉
承
御
即
位
次
第
の
三
割
以
上
を
占
め
る
装
束
の
詳
細
な
記
述

は
、『
江
記
』
の
特
徴（
19
）に
共
通
し
て
お
り
、
弁
官
を
長
年
務
め
た
匡
房
の
実

務
経
験
を
踏
ま
え
た
も
の
と
言
え
る
。
あ
る
い
は
、
即
位
の
日
時
勘
申
に
用
い
る

書
物
と
し
て
『
集
霊
金

経
』
と
『

甲
経
』
を
挙
げ
て
い
る
点
〔
32
〜
33
行
目
〕

や
、
袞
冕
十
二
章
に
つ
い
て
考
証
を
加
え
て
い
る
点
〔
416
〜
421
行
目
〕
な
ど
は
、

漢
籍
や
陰
陽
道
に
も
通
暁
し
た
大
学
者
匡
房
な
ら
で
は
の
記
述
と
言
え
よ
う
。

『
江
家
次
第
』
は
、藤
原
忠
実
の
父
、師
通
の
依
頼
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
い
い
、

匡
房
が
毎
日
の
よ
う
に
師
通
宅
に
参
入
し
、
忠
実
に
も
日
記
の
書
き
方
を
指
南
し

た
こ
と
は
、
忠
実
自
身
の
語
る
と
こ
ろ
で
あ
る
〔『
中
外
抄
』
下
〕。
し
か
し
忠
実

は
、『
江
家
次
第
』
よ
り
も
『
西
宮
記
』
と
『
北
山
抄
』
を
重
視
し
、『
江
家
次
第
』

に
対
し
て
は
「
サ
ト
ク
物
ヲ
見
計
ニ
テ
、
サ
カ
シ
キ
僻
事
等
相
交
」
と
い
う
批
判
を

加
え
た
〔『
富
家
語
』〕。
本
稿
で
も
繰
返
し
取
上
げ
た
、
高
御
座
壇
上
の
円
座
に

関
す
る
一
説
は
、
ま
さ
し
く
忠
実
の
言
う
「
僻
事
」
に
当
て
は
ま
る
こ
と
に
な
ろ

う
。
嘉
承
御
即
位
次
第
の
記
述
は
、
こ
の
よ
う
な
批
判
の
対
象
に
な
り
か
ね
な
い

衒
学
的
な
一
面
も
覗
か
せ
て
い
る（
20
）。

後
三
条
天
皇
の
結
印
に
関
す
る
記
事
〔
356
〜
358
行
目
〕
も
ま
た
、
匡
房
の
見
識



樋　

笠　

逸　

人

二
六

を
大
い
に
披
瀝
し
た
も
の
で
あ
る
。
治
暦
四
年
（
一
〇
六
八
）
の
即
位
に
立
ち
会

い
、
後
三
条
天
皇
が
大
日
如
来
の
よ
う
に
印
を
結
ん
だ
こ
と
を
書
き
伝
え
た
の
は

匡
房
本
人
で
あ
り
〔『
後
三
条
天
皇
御
即
位
記
』
所
引
「
匡
房
卿
記
」〕、
こ
の
記

録
は
即
位
灌
頂
の
濫
觴
を
記
す
唯
一
の
同
時
代
史
料
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
。

匡
房
は
嘉
承
御
即
位
次
第
を
記
す
に
あ
た
り
、
治
暦
の
日
記
に
は
記
し
て
い
な

い
後
三
条
天
皇
の
「
本
尊
」
に
関
す
る
記
述
と
、
後
三
条
天
皇
以
外
の
先
例
の
有

無
に
関
す
る
記
述
を
加
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
を
踏
ま
え
て
、
即
位
灌
頂
の

成
立
過
程
は
再
検
討
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
こ
の
点
は
別
稿
で
の
課
題
と
し
た
い

が
、
そ
の
見
通
し
を
本
稿
の
最
後
に
述
べ
て
お
く
。

（
二
）
後
三
条
天
皇
の
結
印
記
事

即
位
灌
頂
の
重
要
な
要
素
の
一
つ
に
、
摂
関
に
よ
る
印
明
の
伝
授
が
あ
る
。
摂

関
家
（
二
条
家
）
に
よ
る
印
明
伝
授
が
確
立
す
る
の
は
鎌
倉
後
期
以
降
と
考
え
ら

れ
て
お
り
、
即
位
灌
頂
の
確
実
な
初
見
は
、
二
条
師
忠
よ
り
印
明
を
伝
受
し
た
伏

見
天
皇
の
事
例
に
下
る（
21
）。
後
三
条
天
皇
に
即
位
灌
頂
の
創
始
を
認
め
る
研
究

者
の
間
で
も
、
そ
の
後
の
連
続
的
な
実
修
は
立
証
さ
れ
て
い
な
い（
22
）。
し
か
し

近
年
、
上
島
享
氏
は
摂
政
が
高
御
座
壇
上
に
祗
候
し
た
こ
と
に
着
目
し
、
堀
河
天

皇
と
鳥
羽
天
皇
に
も
印
明
伝
授
が
行
わ
れ
た
可
能
性
を
示
唆
し
た（
23
）。
院
政
期

か
ら
鎌
倉
前
期
に
か
け
て
の
即
位
灌
頂
の
伝
授
と
実
修
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
定

説
を
見
ず
、
確
実
な
史
料
の
不
在
が
大
き
な
障
壁
と
な
っ
て
い
る
。

私
は
後
三
条
天
皇
の
結
印
が
、
明
確
な
意
図
を
も
っ
て
行
わ
れ
た
密
教
的
な
作

法
だ
っ
た
と
考
え
る
が
、
こ
の
時
点
を
も
っ
て
即
位
灌
頂
が
成
立
し
た
と
は
考
え

な
い
。
天
皇
個
人
の
手
中
に
あ
っ
た
宗
教
的
所
作
が
摂
関
家
に
委
ね
ら
れ
、
儀
式

次
第
の
秘
説
に
転
化
し
た
と
い
う
点
で
、
摂
関
家
に
よ
る
印
明
伝
授
の
実
施
こ
そ

が
、
最
も
重
要
な
画
期
と
な
る
だ
ろ
う
。

嘉
承
御
即
位
次
第
の
中
で
匡
房
は
、「
故
摂
政
」
師
実
の
説
を
引
き
、「
若
し
く

は
即
位
の
日
、
こ
の
印
を
結
ぶ
べ
き
の
由
、
所
見
あ
る
か
」
と
述
べ
て
い
る
。
後

三
条
天
皇
以
外
に
も
作
法
が
伝
授
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
興
味
深
い
記
述
で
あ

り
、
後
三
条
天
皇
の
結
印
が
周
知
の
事
実
だ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
た
だ
し
師
実

の
説
は
、「
何
年
の
院
」
か
不
明
な
「
旧
記
」
に
こ
の
事
が
記
さ
れ
て
い
た
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
堀
河
・
鳥
羽
天
皇
の
即
位
に
際
し
て
、
摂
政
が
結
印
の
作
法
に

直
接
関
与
し
て
い
た
蓋
然
性
は
低
い
と
思
わ
れ
る
。

む
し
ろ
注
目
す
べ
き
は
、「
本
は
一
字
金
輪
を
持
し
、
御
本
尊
と
為
し
給
ふ
」

と
判
読
さ
れ
る
記
述
で
あ
る
。
従
来
、
後
三
条
天
皇
の
結
印
は
大
日
如
来
と
の
一

体
化
を
表
し
た
も
の
と
説
明
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
治
暦
の
日
記
と
嘉
承
御
即

位
次
第
に
共
通
す
る
「
大
日
如
来
拳
印
の
如
し
」
と
い
う
一
文
は
、「
拳
印
」（
智

拳
印
）
の
形
を
代
表
的
な
尊
格
に
よ
っ
て
説
明
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
一
字
金

輪
（
大
日
金
輪
）
も
ま
た
智
拳
印
を
結
ぶ
尊
格
で
あ
る
。
一
字
金
輪
が
本
尊
で
あ

る
と
い
う
匡
房
の
見
解
は
、
後
世
の
言
説
と
は
異
な
る
、
後
三
条
天
皇
の
思
想
の

核
心
を
突
い
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
後
三
条
天
皇
（
尊
仁
親
王
）
に
撰
進

さ
れ
た
成
尊
の
『
真
言
付
法
纂
要
鈔
』
か
ら
発
展
し
、
一
二
世
紀
以
降
に
成
立
す

る
と
言
わ
れ
る
大
日
如
来
・
天
照
大
神
・
天
皇
の
同
体
説（
24
）は
、
匡
房
の
言
説

の
う
ち
「
大
日
如
来
の
如
し
」
と
い
う
部
分
の
み
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
上
に
形

成
さ
れ
た
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

匡
房
の
言
説
が
即
位
灌
頂
の
成
立
に
与
え
た
影
響
は
、
お
そ
ら
く
こ
れ
ま
で
の

研
究
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
以
上
に
大
き
い
。
し
か
し
同
時
に
、
嘉
承
御
即
位
次
第



嘉
承
二
年
の
『
御
即
位
次
第
』
に
つ
い
て

二
七

に
記
さ
れ
た
説
の
伝
播
に
は
限
界
も
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
後
三
条
天
皇
の
結
ん

だ
印
を
大
日
如
来
に
譬
え
た
『
江
記
』
の
記
述
が
、
後
世
の
史
料
に
散
見
す
る
の

に
対
し
、嘉
承
御
即
位
次
第
の
記
述
が
引
用
さ
れ
た
例
は
管
見
に
及
ん
で
い
な
い
。

嘉
承
御
即
位
次
第
は
、
鳥
羽
天
皇
の
即
位
に
際
し
て
作
成
さ
れ
た
実
用
的
な
儀
式

書
で
あ
り
、「
近
年
識
者
皆
悉
持
レ
此
」〔『
中
外
抄
』
下
〕
と
評
さ
れ
た
「
江
次
第
」

で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
内
容
は
『
江
記
』
以
上
に
、
当
時
の
故
実
先
例
に
基
づ

く
批
判
に
晒
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
加
え
て
、「
江
次
第
」
に
対
す
る
批
判
の

先
鋒
に
藤
原
忠
実
が
い
た
こ
と
は
、
特
筆
し
て
お
く
べ
き
点
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、九
条
本
『
御
即
位
次
第
』
が
嘉
承
二
年
に
作
成
さ
れ
た
「
江
次
第
」

で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
そ
の
書
誌
に
つ
い
て
は
論
じ
き
れ
な
か
っ
た

点
も
多
い
。
特
に
、
本
書
と
流
布
本
『
江
家
次
第
』
践
祚
上
巻
と
の
関
係
に
つ
い

て
は
、「
江
次
第
」
逸
文
の
さ
ら
な
る
博
捜
を
必
要
と
す
る
。
ま
た
、
本
書
が
九

条
家
に
伝
来
し
た
経
緯
も
未
詳
で
あ
り
、
九
条
家
文
庫
の
全
体
像
の
解
明
に
俟
つ

と
こ
ろ
が
大
き
い
。

な
お
、
嘉
承
二
年
の
『
御
即
位
次
第
』
の
そ
の
他
の
写
本
は
管
見
に
入
ら
ず
、

今
の
と
こ
ろ
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
九
条
本
は
孤
本
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、

「
御
即
位
次
第
」と
称
す
る
儀
式
書
に
は
、成
立
年
の
不
明
な
も
の
が
少
な
く
な
い
。

九
条
本
で
欠
け
て
し
ま
っ
た
情
報
を
補
う
写
本
が
見
出
さ
れ
る
可
能
性
は
充
分
に

考
え
ら
れ
、諸
本
の
調
査
を
さ
ら
に
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。

註

（
1
） 

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
九
条
本
の
検
索
・
閲
覧
に
際
し
て
は
、
小
倉
慈
司
編
「
宮
内

庁
書
陵
部
所
蔵
九
条
家
旧
蔵
本
目
録
（
稿
）」（
田
島
公
編
『
禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究
』

第
四
輯
、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
二
年
）
を
参
照
し
た
。
現
在
は
書
陵
部
所
蔵
資

料
目
録
・
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム
（h

ttp
://to

sh
o

ryo
.k

u
n

aich
o

.go
.jp

）
で
検
索
が

可
能
で
あ
る
。

（
2
） 

和
田
英
松
『
本
朝
書
籍
目
録
考
証
』（
明
治
書
院
、一
九
三
六
年
）、所
功
「『
北
山
抄
』

の
成
立
」（
同
『
平
安
朝
儀
式
書
成
立
史
の
研
究
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
五
年
）。

（
3
） 

九
条
道
房
は
、
寛
永
一
八
年
よ
り
自
家
蔵
書
の
点
検
・
修
補
を
行
っ
て
い
る
〔
松

澤
克
行
「
寛
永
文
化
期
に
お
け
る
九
条
家
文
庫
点
描
―
九
条
道
房
の
蔵
書
整
理
と

貸
借
―
」（『
文
学
』
一
一
―
三
、二
〇
一
〇
年
）〕。
九
条
本
に
は
こ
の
と
き
記
さ
れ

た
外
題
・
識
語
等
を
有
す
る
古
写
本
が
多
い
。
一
例
と
し
て
『
土
右
記
』（
函
架
番

号
九
―
三
）
は
、
巻
首
本
紙
以
前
に
旧
包
紙
の
断
片
と
旧
仮
表
紙
の
断
片
が
後
綴

さ
れ
て
お
り
、
前
者
に
は
「
延
久
元
年 

夏 

右
大
臣
俊
家
公
記
」、
後
者
に
は
「
延

久
元
年
四
月
十
三
日
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
巻
末
に
は
「
延
久
元
年
右
大
臣
俊
家

公
記
／
寛
永
十
八
年
六
月
一
見
了
、
右
大
臣
〔
花（
道
房
）押
〕」
の
奥
書
を
有
し
、
旧
包
紙
・

旧
仮
表
紙
も
同
じ
く
道
房
の
筆
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
本
文
は
源
師
房
の
日
次
記

で
あ
り
、
道
房
が
「
俊
家
公
記
」
と
誤
認
し
て
い
る
点
も
確
認
し
て
お
き
た
い
。

九
条
本
『
土
右
記
』
に
つ
い
て
は
、
平
林
盛
得
「
土
右
記　

延
久
元
年
夏
」（『
書

陵
部
紀
要
』
一
二
、一
九
六
〇
年
）
を
参
照
。

（
4
） 

「
御
即
位
次
第
」
と
称
さ
れ
る
儀
式
書
は
、
即
位
す
る
天
皇
、
も
し
く
は
そ
の
時
の

年
号
を
冠
し
た
題
を
持
つ
こ
と
も
多
い
。
後
述
す
る
平
松
文
庫
本
『
御
即
位
次
第
』

の
よ
う
に
、
複
数
の
天
皇
の
「
御
即
位
次
第
」
が
ま
と
ま
っ
て
伝
来
し
て
い
る
場

合
も
あ
れ
ば
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
所
蔵
『
朝
儀
諸
次
第
』
の
よ
う
に
、
恒
例
・

臨
時
の
行
事
を
網
羅
し
た
次
第
書
群
の
中
の
一
本
と
し
て
伝
来
し
て
い
る
場
合
も

あ
る
。『
朝
儀
諸
次
第
』
お
よ
び
次
第
書
の
性
質
に
つ
い
て
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文



樋　

笠　

逸　

人

二
八

庫
編
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書 

朝
儀
諸
次
第 

一
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
七
年
）、

石
田
実
洋
「
藤
原
定
家
の
次
第
書
書
写
」（『
明
月
記
研
究
』
六
、二
〇
〇
一
年
）
を

参
照
。

（
5
） 
東
山
御
文
庫
記
録『
御
即
位
条
々
雑
例
』（
勅
封
番
号
一
四
一
―
七
四
・
七
五
）は
、「
兼

日
」
上
下
巻
と
「
当
日
」
上
下
巻
か
ら
な
る
四
点
の
冊
子
本
で
あ
る
。
即
位
に
関

す
る
項
目
ご
と
に
、
延
慶
ま
で
の
先
例
を
掲
載
し
た
史
料
で
、
原
本
は
延
慶
元
年

（
一
三
〇
八
）
の
花
園
天
皇
即
位
後
に
完
成
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
宮
内
庁
書
陵

部
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
（
Ｎ
二
二
四
五
）
を
閲
覧
し
た
。

（
6
） 

末
松
剛
「
即
位
式
に
お
け
る
摂
関
と
母
后
の
高
御
座
登
壇
」（
同
『
平
安
宮
廷
の
儀

礼
文
化
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
、
初
出
は
一
九
九
九
年
）。

（
7
） 

『
中
右
記
』
嘉
承
二
年
一
一
月
二
九
日
条
。
な
お
、『
殿
暦
』
同
年
一
〇
月
一
〇
日

条
に
よ
る
と
、
忠
実
は
平
時
範
と
藤
原
為
房
に
、「
御
即
位
・
大
嘗
会
沙
汰
事
」
を

書
き
出
す
よ
う
命
じ
て
い
る
。

（
8
） 

以
下
の
『
撰
集
秘
記
』
に
関
す
る
内
容
は
、
註
（
2
）
前
掲
和
田
英
松
著
書
、
所

功
編
『
京
都
御
所
東
山
御
文
庫
本 

撰
集
秘
記
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
六
年
）、

吉
川
真
司
編
『
勧
修
寺
家
本
職
掌
部
類
』（「
京
都
大
学
文
学
部
博
物
館
の
古
文
書
」

第
四
輯
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
九
年
）
を
参
照
。

（
9
） 

神
道
体
系
本
『
北
山
抄
』
と
照
応
す
る
箇
所
を
以
下
に
示
す
。

 

嘉
承
御
即
位
次
第 

 

神
道
体
系
本
『
北
山
抄
』（
頁
／
行
）

 

66
〜
67
「
前
二
日
〜
諸
衛
如
恒
」 

288
／
4

 

241
〜
261
「
次
左
次
将
〜
可
尋
之
」 

576
／
13
〜
577
／
7

 

317
〜
323
「
入
自
含
輝
門
〜
着
礼
服
」 

288
／
8
〜
12

 

339
〜
342
「
宣
装
了
鼓
〜
門
内
胡
床
」 

289
／
3
〜
5

 

348
〜
351
「
命
婦
等
〜
列
立
畢
」 

289
／
5
〜
7

 

384
〜
391
「
典
儀
曰
〜
四
位
前
如
初
」 

290
／
5
〜
6
、
291
／
13
〜
292
／
4

 

395
〜
398
「
侍
従
〜
褰
帳
等
云
々
」 

290
／
7
〜
9

 

403
〜
410
「
主
殿
寮
〜
参
入
儀
如
何
」 

290
／
10
〜
13

（
10
） 

『
歴
代
残
闕
日
記
』
第
一
〇
冊
（
臨
川
書
店
、
一
九
八
九
年
）
所
収
。
善
本
と
し
て
、

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
、
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
『
大
嘗
会
記
』
所
収

の
一
本
が
あ
る
。『
大
嘗
会
記
』
は
即
位
・
大
嘗
会
の
諸
記
録
を
収
録
し
た
室
町
期

の
写
本
で
、
見
返
に
中
御
門
宣
胤
も
し
く
は
宣
秀
の
筆
と
す
る
識
語
を
有
す
る
。

本
書
の
確
認
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
写
真
帳
に
よ
る
。

（
11
） 

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
、
函
架
番
号
は
九
―
四
八
。
鎌
倉
期
の
写
本
と
み
ら
れ
る
巻

子
本
で
、
為
房
卿
記
と
時
範
記
を
引
載
し
た
部
類
記
で
あ
る
。
巻
首
を
欠
き
、
為

房
卿
記
は
後
半
の
み
が
残
っ
て
い
る
が
、
記
述
の
内
容
か
ら
筆
者
は
為
房
と
考
え

て
間
違
い
な
い
。
書
誌
に
つ
い
て
は
、
高
田
義
彦
「
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵 

九
条
本

部
類
記
引
用
記
録
編
年
集
成
（
稿
）」（
加
藤
友
康
研
究
代
表
『
画
像
史
料
解
析
に

よ
る
前
近
代
日
本
の
儀
式
構
造
の
空
間
構
成
と
時
間
的
遷
移
に
関
す
る
研
究
』
科

研
費
基
盤
研
究
（
Ａ
）
研
究
成
果
報
告
書
、
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
。

（
12
） 

な
お
「
俊
経
卿
記
」
に
は
、
嘉
承
御
即
位
次
第
と
一
致
す
る
内
容
を
、「
江
次
第
」

で
は
な
く
「
記
文
」
と
し
て
引
く
箇
所
が
複
数
あ
る
。
嘉
承
御
即
位
次
第
の
78
〜

225
行
目
は
、「
俊
経
卿
記
」
と
同
様
に
即
位
儀
の
装
束
を
記
し
た
部
分
で
あ
り
、
し

か
も
院
政
期
の
他
の
記
録
に
は
見
ら
れ
な
い
装
束
の
記
述
が
多
い
。
ま
た
嘉
承
御

即
位
次
第
も
割
註
内
で
「
記
文
」
を
参
照
し
て
い
る
〔
143
行
目
、
155
行
目
〕。
こ
れ

ら
の
「
記
文
」
が
『
装
束
記
文
』
を
指
す
と
す
る
な
ら
、
嘉
承
御
即
位
次
第
の
装

束
の
記
述
の
多
く
は
、『
装
束
記
文
』
に
基
づ
い
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
13
） 

所
功
「『
江
家
次
第
』
の
成
立
」（
註
（
2
）
前
掲
著
書
所
収
）、
清
水
潔
「『
江
家

次
第
』
大
嘗
会
記
事
の
性
格
と
そ
の
成
立
」（『
続
大
嘗
祭
の
研
究
』
皇
学
館
大
学

出
版
部
、
一
九
八
九
年
）、
橋
本
義
彦
「『
江
次
第
』（
付
）『
江
次
第
鈔
』
―
尊
経

閣
文
庫
本
を
中
心
に
―
」（
同
『
日
本
古
代
の
儀
礼
と
典
籍
』
青
史
出
版
、

一
九
九
九
年
、
初
出
は
一
九
九
七
年
）
を
参
照
。
特
に
清
水
潔
氏
は
異
本
の
内
容

を
踏
ま
え
て
、
践
祚
下
巻
の
成
立
時
期
を
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
。
践
祚
下
巻
の

異
本
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
巻
子
本
の
巻
十
四
と
、
天

理
図
書
館
所
蔵
一
冊
本
の
二
点
で
あ
る
。
共
に
巻
十
四
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
が
、

流
布
本
で
は
巻
十
五
に
当
る
。
な
お
、
こ
こ
で
い
う
流
布
本
と
は
、
故
実
叢
書
本

の
底
本
で
あ
る
内
閣
文
庫
所
蔵
紅
葉
山
文
庫
本
（
慶
長
写
本
）、
お
よ
び
神
道
体
系



嘉
承
二
年
の
『
御
即
位
次
第
』
に
つ
い
て

二
九

本
の
底
本
で
あ
る
承
応
二
年
版
本
の
系
統
に
属
す
る
も
の
を
指
す
。

（
14
） 

治
承
の
『
即
位
式
』
に
つ
い
て
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
九
条
本
の
近
世
写
本
が
二

点
あ
る
（
函
架
番
号
九
―
三
一
五
、九
―
五
一
七
二
）。
問
題
の
部
分
は
、「
内
侍
二

人
〈
服
二
礼
服
一
、〉
持
二
御
剣
璽
匣
一
候
二
御
前
後
一
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
15
） 

和
田
英
松
氏
は
一
条
兼
良
の
説
を
「
信
じ
難
し
」
と
し
た
が
〔
註
（
2
）
前
掲
著
書
〕、

こ
れ
に
対
し
て
所
功
氏
は
、
匡
房
が
寛
治
年
間
（
一
〇
八
七
〜
九
五
）
か
ら
晩
年

ま
で
の
長
期
間
、
本
書
の
編
纂
と
補
訂
を
続
け
て
い
た
こ
と
を
論
じ
、
ま
た
現
在

伝
わ
る
構
成
を
完
成
さ
せ
た
の
は
後
人
で
あ
る
可
能
性
を
改
め
て
指
摘
し
て
い
る

〔
註
（
13
）
前
掲
論
文
〕。
そ
も
そ
も
流
布
本
に
は
、
後
人
に
よ
る
追
記
や
『
江
次

第
鈔
』
等
の
記
述
の
混
入
が
知
ら
れ
て
お
り
、
匡
房
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
原
形
が

ど
れ
ほ
ど
残
っ
て
い
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。
私
見
で
は
践
祚
上
巻
も
例
外
で
は

な
く
、「
即
位
間
事
」
に
続
く
「
后
宮
出
車
事
」
の
項
目
に
は
、
即
位
の
内
容
か
ら

脱
線
し
た
『
伊
勢
物
語
』
第
七
六
段
の
逸
話
や
小
野
小
町
の
髑
髏
伝
承
な
ど
が
記

さ
れ
て
お
り
、
攙
入
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

（
16
） 

京
都
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
、
請
求
記
号
は
４
／
コ
／
17
。
貞
和
（
第
一
冊
）・
永

享
（
第
二
冊
）・
永
正
（
第
三
冊
）・
寛
正
（
第
四
冊
と
第
五
冊
）
の
計
五
種
の
「
御

即
位
次
第
」か
ら
な
る
近
世
写
本
で
あ
る
。
巻
次
は
京
都
大
学
電
子
図
書
館（http://

edb.kulib.kyoto-u.ac.jp

）
で
公
開
さ
れ
て
い
る
画
像
の
配
列
に
基
づ
い
た
。

（
17
） 

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
。
清
書
本
二
冊
（
函
架
番
号
九
―
五
二
一
八
）
と
、
草
稿
本

一
冊
（
尾
欠
、
自
筆
本
『
道
房
公
記
』
の
う
ち
の
一
点
、
函
架
番
号
九
―

五
一
一
九
）
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
清
書
本
第
二
冊
は
、「
寛
永
廿
年
四
月
終
編
集
畢

／
左
大
臣
〔
花（
道
房
）
押
〕」
の
自
筆
奥
書
を
有
す
る
。

（
18
） 

註
（
13
）
前
掲
所
功
論
文
・
清
水
潔
論
文
参
照
。

（
19
） 

井
上
正
望
「
儀
式
作
法
の
評
価
と
実
態
―
大
江
匡
房
説
を
例
に
―
」（『
史
觀
』

一
六
九
、二
〇
一
三
年
）
を
参
照
。

（
20
） 

晩
年
の
匡
房
の
文
筆
活
動
や
先
例
観
は
、
忠
実
以
外
の
公
卿
か
ら
も
し
ば
し
ば
批

判
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
嘉
承
二
年
当
時
の
匡
房
は
、人
々
の
談
話
を「
不

レ
見
不
レ
知
暗
以
記
レ
之
」
し
、
そ
の
内
容
に
は
「
僻
事
」
や
「
虚
言
」
が
あ
っ
た
と

い
う
〔『
中
右
記
』
同
年
三
月
三
〇
日
条
、
九
月
二
九
日
条
〕。
ま
た
匡
房
は
、
既

に
別
人
が
作
成
し
て
い
た
香
隆
寺
で
の
結
縁
経
供
養
の
願
文
を
擬
作
し
、
披
露
し

た
。
藤
原
宗
忠
は
こ
の
出
来
事
を
「
世
間
之
人
為
二
文
狂
一
歟
、
可
レ
謂
二
物
怪
一
歟
」

と
評
し
て
い
る
〔
九
月
二
九
日
条
〕。
以
上
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
松
本
昭
彦
「『
中

右
記
』
に
み
る
大
江
匡
房
像
」（『
国
文
学 

解
釈
と
観
賞
』
六
〇
―
一
〇
、一
九
九
五

年
）
を
参
照
。

（
21
） 

上
川
通
夫
「
中
世
の
即
位
儀
礼
と
仏
教
」（
同
『
日
本
中
世
仏
教
形
成
史
論
』
校
倉

書
房
、
二
〇
〇
七
年
、
初
出
は
一
九
八
七
年
）、
小
川
剛
夫
「
大
嘗
会
神
膳
供
進
の

儀
と
即
位
灌
頂
」（
同
『
二
条
良
基
研
究
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
五
年
、
初
出
は

一
九
九
七
年
）、橋
本
政
宣
「
即
位
灌
頂
と
二
条
家
」（
同
『
近
世
公
家
社
会
の
研
究
』

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
、
初
出
は
一
九
九
九
年
）
を
参
照
。

（
22
） 

松
本
郁
代
「
中
世
の
即
位
灌
頂
と
「
天
皇
」
―
即
位
灌
頂
実
修
の
背
景
―
」（
同
『
中

世
王
権
と
即
位
灌
頂
』
森
話
社
、
二
〇
〇
五
年
、
初
出
は
二
〇
〇
四
年
）、
斎
木
涼

子
「
仏
教
的
天
皇
像
と
神
仏
習
合
―
仁
寿
殿
観
音
像
・
即
位
灌
頂
―
」（『
ヒ
ス
ト

リ
ア
』
二
一
九
、二
〇
一
〇
年
）、
坂
口
太
郎
「
鎌
倉
後
期
宮
廷
の
密
教
儀
礼
と
王

家
重
宝
―
清
浄
光
寺
蔵
「
後
醍
醐
天
皇
像
」
の
背
景
―
」（『
日
本
史
研
究
』

六
二
〇
、二
〇
一
四
年
）
を
参
照
。

（
23
） 

上
島
享
「
藤
原
道
長
と
院
政
」（
同
『
日
本
中
世
社
会
の
形
成
と
王
権
』
名
古
屋
大

学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
、
初
出
は
二
〇
〇
一
年
）。

（
24
） 

伊
藤
聡
「
天
照
大
神
・
大
日
如
来
同
体
説
の
形
成
」（
同
『
中
世
天
照
大
神
信
仰
の

研
究
』、
法
蔵
館
、
二
〇
一
一
年
、
初
出
は
二
〇
〇
三
年
）、
上
島
享
「
日
本
中
世

の
神
観
念
と
国
土
観
」（
註
（
23
）
前
掲
著
書
所
収
、初
出
は
二
〇
〇
四
年
）
を
参
照
。

〔
付
記
〕

　

本
書
の
翻
刻
は
宮
内
庁
書
陵
部
の
許
可
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の

九
条
本
に
つ
い
て
数
々
の
ご
教
示
を
賜
わ
っ
た
石
田
実
洋
氏
と
、
史
料
調
査
に
当
っ
て
お

世
話
に
な
っ
た
各
所
蔵
機
関
の
方
々
に
、
末
筆
な
が
ら
深
甚
の
謝
意
を
表
し
た
い
。



樋　

笠　

逸　

人

三
〇

翻
刻

（
例
言
）

一
、  

字
配
り
と
首
書
・
傍
書
・
合
点
・
挿
入
符
は
原
本
の
そ
れ
を
極
力
保
存
す
る
よ
う
努
め
、

朱
筆
の
文
字
に
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
を
用
い
た
。
ま
た
本
文
の
行
数
を
算
用
数
字
で
示
し
、

紙
の
継
目
に 
」
を
付
し
た
。

一
、  

字
体
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
用
い
、
読
点
と
並
列
点
を
適
宜
加
え
た
。
判
読
不

能
の
文
字
は 

☒ 

で
示
し
た
。

一
、  

墨
抹
さ
れ
た
文
字
は 

■ 
で
示
し
、
見
せ
消
ち
の
あ
る
文
字
は
左
傍
に 

〻 

を
付
し
た
。

上
に
重
ね
て
別
の
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
場
合
は
、
訂
正
前
の
文
字
を
右
傍
の
（ 

）

内
に 

× 

を
冠
し
て
示
し
た
。

一
、  

翻
刻
者
が
加
え
た
傍
註
の
う
ち
、
本
文
に
置
き
換
え
る
べ
き
文
字
を
含
む
も
の
は
〔 

〕

内
に
示
し
、
そ
の
他
の
註
は
（ 

）
内
に
示
し
た
。

　

御
（
九
条
道
房
筆
外
題
）

即
位 

｣

　

　

為
（
同
筆
識
語
）
房
卿
記 

嘉
承
二
十
二
月
朔
日

鳥
羽
院
事

 
｣

　

　

御（
本
文
）即
位
儀 

1

　

御
□
□
遣
伊
勢
奉
幣
事

受
禅
後
以
吉
日
、被
奉
遣
伊
勢
奉
幣
、於
建
礼
門
前
被
□ 

2

　

之
、此
儀
在
別
、近
例
定
御
即
位
日
時
之
日
、勘

此
奉
幣
日
時
、多
近
御
即
位
期
被
申
、

幼
主
時
、摂
政
大
臣
於
大
極
殿 

3

　

発
遣
之
、応
徳
三
、

　
　
　

雖
諒
闇
着
吉
服
行
之
、小
安
殿
中
央
東
間 

4

　

東
西
行
敷
広
莚
、頗
迫
北 

壁
敷
之
、
立
廻
大
宋
御
屏
風
、東
西
北 

各
一
帖
、
其
内 

5

　

敷
両
面
端
畳
三
枚
、為
摂
政
座
、□
枚 

□
敷
、
其
東
屏
風
外
敷
莚 

6

　

并
薦
等
、敷
斜
行
薦
一
枚
、其
上
置
御
幣
如
恒
、

莚
上
敷
両
面
端
半
畳
一
枚
、為
摂
政
座
、頗巽
者
、
向 

中
央
間
馬
道
、

　
　

敷
薦
、其 

7

　

上
敷
緑
端
長
畳
等
、為
上
達
部･

殿
上
人
等
座
、頗
迫
西
障
子
敷 

之
、南
上
東
面
、
自
余 

8

　

御
装
束
如
常
、又
西
隔
内
設
女
官
座
、以
屏
風
立
隔
為
内
侍 

9

　

裹
御
幣
之
所
、先
是
内
侍
参
入
、用
行
事 

蔵
人
車
、
下
自
昭
慶
門
西
小
門
、 

10

　
永 福

、
於
小
安
殿
裹
幣
如
恒
、行
事
弁
監
臨
、内
蔵
官
人
並 

11

　

使
忌
部
相
共
重
之
、破
尺
中
央
、以
其
一
枚
与
使
、以
其
枚
置 

12

　

行
事
所
為
後
日
証
、内
蔵
寮
各
送
文
二
通
、其
幣
物
如
常
、 

13

　

但
内
蔵
式
与
近
代
所
行
相
違
、尚
可
依
彼
式
文
歟
、無
色
綾
時 

14

　

可
申
生
綾
、而
近
代
五
色
青･

赤･

白･

黄･

黒
、

外
加
生
綾･

生
絹
、尤
可 

15

　

恠
之
、如
内
蔵
寮
式
者
、綿〔
錦
〕両
面
、五
色
綾
深
紫･

浅
紫･

緋･

黄･

中
緑 

｣

16

　

等
也
、已
上
内

料
〔
宮
脱
カ
〕、

緋･

中
緑･

縹･

黄
纈
帛
各
一
疋
、帛
一
疋
、已
上
外 

宮
料
、 

17

　

故
摂
政
始
為
上
卿
被
行
奉
幣
事
之
時
、據
式
文
、而
経
数
年 

18

　

又
用
例
五
色
、昭
慶
門
東
廊
内
南
設
公
卿
座
、其
東
妻
設
行 

19



嘉
承
二
年
の
『
御
即
位
次
第
』
に
つ
い
て

三
一

　

事
弁
以
下
座
、嘉
喜
門
内
東
掖
設
上
官
座
、南
北 

対
座
、並
如
常
、 

20

　

東
廊
設
上
卿
立
幣
座
、又
如
常
、自
余
事
等
如
常
、仍
不
委
記
、 

21

　

摂
政
参
入
於
小
安
殿
、上
卿
着
昭
慶
門
座
、問
事
具
否
之
後
、 

22

　
先
弁
問
幣
事
、

次
外
記
問
使
事
、
摂
政
盥
漱
了
後
、出
屏
風
東
、於
幣
座
両
反 

23

　

再
拝
了
、次
中
臣･
忌
部･

卜
部
等
参
入
、立
大
極
殿
艮
角
版
如 

24

　

恒
、摂
政
宣
、忌
部
参
来
、忌
部
参
入
、先
取
外
宮
料
給 

25

　

於
卜
部
、次
取
内
宮
料
、退
下
復
列
、 

26

　

摂
政
宣
、中
臣
参
来
、中
臣
参
入
、並
用 

南
階
、
摂
政
宣
、吉
久

　

申
天

　

奉
礼
、

　

 

27

　

不
加
如
常
字
、依
代
初
也
、忌
部･
卜
部･
中
臣
次
第
退
出
、此
間
上
卿 

28

　

於
東
廊
座
給
宣
命
、安
和
例
、加
載
九
月

例
幣
延
引
由
、

上
卿
複〔
復
〕昭
慶
門
座
後
、 

29

　

幣
使
遠
去
、以
不
見 

為
限
、

摂
政
以
下
退
出
、被
勘
御
即
位
日
時
、大
臣 

30

　

着
仗
座
、令
弁
仰
陰
帰陽
寮
、勘
申
如
恒
、 

31

　

件
日
、依
集
霊
金

経
以
御
受
禅
日
尋
有
気
無
気
等
□ 

32

　

又
依

甲
経
定
時
、奏
聞
了
下
弁
、定
殿
上
侍
従
并
少
納
言 

33

　

奏
聞
、外
記
進
例
文
、

令
参
議
書
之
、 

34

　

即
位
擬
侍
従
、左
、正
三
位
源
朝
臣
ム
、或
用
親
王
、无
親
王
時
者
用
源
氏
宰
相
、寛
和･

応
徳
例
也
、正
四
位
下
藤
原
朝
臣
ム
、少
納
言
正
五
位
下
藤
原
朝
臣
ム
、在
〔
右
〕、従 

35

　
□
位
藤
原
朝
臣
ム
、或
證〔説
カ
〕非参
議
有
奉
仕
之
例
、従
四
位（マ
マ
）藤原
朝
臣
ム
、少
納
言
従
五
位
上
源

朝
臣
ム
、子
着
礼
服
者
、父
有
被
免
件
役
之
例
、兄
弟
二
人
被
免
其
一
人
、侍
従
不
用

 
｣

36

　
未
得
解
由
、

又
無
官
、

次
宣
命
使
、正
二
位
源
朝
臣
ム
、典
儀
、従
五
位
上
源
朝
臣
ム
、

年　

月　

日　
　
　

次
仰 
37

　

以（
マ
マ
）礼
服
公
卿
、大
中
納
言･

参
議
各
二
人
役
、安
和
例
、中
納
言
一
人･

参
議
一
人
、

或
中
納
言･

参
議
各
三
人
、大
弁
必
在
此
中
、又
四
位
宰
所
〔
相
〕一
人
相
加
、
次
被
定 

38

　

大
将
代
、以
地
下
四
位

為
之
、

又
仰
式
部
、令
差
進
賛
者
、用
諸
司
二
分
之
中
有
音
容

者
、其
装
束
内
蔵
寮
給
之
云
々
、 

39

　

次
蔵
人
方
被
定
女
官
、褰
帳
二
人
、大〔左

〕、近
代
多
用
女
王
、不
論
有
位
無
位
、右
、

用
典
侍
、

 

40

　

内
侍
二
人
、若
内
侍
有
障
、

以
命
婦
為
代
、威
儀
命
婦
四
人
、四
位
二
人
、

五
位
二
人
、御
前
命
婦
四
人
、 

41

　
四
位
二
人
、五
位
二
人
、但
四
位
者
以
五
位

為
代
、無
五
位
以
六
位
為
代
、

　

已
上
可
着
礼
服
、其
色
目
在
奥
、 

42

　

供
奉
女
房
十
人
、装
束　

泥
絵
唐
衣
、纐
纈
裳
、錦
鞋
、例
扇
、

花
釵
、

 

43

　

執
翳
女
孺
十
八
人
、装
束　

見
出
、

　
　
　
　
　

 

44

　

弁
始
行
事
所
、多
用
大
〔
太
〕政

官
朝
所
、

成
請
奏
々
下
如
恒
、蔵
人
又
始
行
事 

45

　

所
、奏
下
請
奏
、 

46

　
　
　
　
以
上
量
用
途
成
請
奏
、又
召
諸
司･

諸
国
物
、并
仰
諸
事
等
、見
代
々
符
案･

牒
案
、或
給
栄
爵
、

 

47

　

次
以
吉
日
覧
礼
服
事

以
吉
日
、覧
礼
服
、内
蔵
置
御
辛
櫃
於
小
板
敷
上
、先
是
行
事
蔵
人
向 

彼
寮
見
之
、其
後
以
吉
日
御
覧
、

近
習 

48

　

公
卿
候
御
前
、直
衣
、

　
　

殿
上
人
束
帯
、其
御
装
束
等
有
外
記
、見 

49

　

奥
、御
冠･

玉
佩
若
有
破
損
、

仰
行
事
蔵
人
令
修
補
之
、若
為
諒
闇
者
、素
服
公
卿
以
下
除
服
可
従 

50

　

事
由
、被
下
宣
旨
、前
十
許
日
以
吉
日
、蔵
人
頭
召
中
臣
、登〔

祭
主
カ
〕上、

　
　

被
仰 

51

　

籠
神
祇
官
、可
祈
申
御
即
位
間
御
躰
平
安
、并
可
無
風
雨
難
由
、 

52

　
至
御
即
位
日
、

　
　
　
　
　

近
例
又
被
祈
申
石
清
水･

賀
茂
、又
書
消
息
遣
寺
々
、 

53

小
舎
人
為
使
、 

54

　
　
東
大
寺　

興
福
寺　

延
暦
寺　

薗
城
寺　

東
寺　

仁
和
寺

法
成
寺　

円
宗
寺　

法
勝
寺　

又
可
加
尊
勝
寺
歟
、

 
｣

55

　
　
　
　
　
　

各
於
本
寺
可
祈
、 

56

　

又
可
被
仰
長
日
臨
時
御
修
法
阿
闍
梨
等
、 

57

　

前
四
日
式
部
立
標
、見
出
、

　
　

 

58

　

前
二
日
有
習
礼
事
、見
出
、

　
　

 

59

　

前
御
即
位
叙
位
事
二
三
日
択
吉
日
、儀
叙
位
、伴･

佐
伯･

百
済
等

叙
之
、　　
　
　

若
幼
主
時
、於
摂
政
宿 

60

  

所
御歟

行
之
、先
蔵
人
等
撰
申
文
、摂
政
家
司

一
人
副
之
、

公
卿
自
仗
座
依
彼
命
内
宿 

61

　

所
、弁
取
筥
文
、大
弁
執
筆
、殿〔
上
脱
カ
〕
弁
仰
院
宮
御
給
可
取
遣
之 

62

　

由
、諸
大
夫
居
衝
重
、冬
時
又

居
火
櫃
、
又
代
物
〔
初
カ
〕必
不
定
受
領
功
過
、摂
政
或 

63

　

於

中
行
之
、自

下
出
盃
、外
座
第
一
人
進
取
盃
流
巡
、
中
時
摂
政 

64

　
布
袴
、横
座 

時
束
帯
、

自
余
事
大
略
同
御
前
、 

65



樋　

笠　

逸　

人

三
二

　

前
二
日
、大
臣
宣
摂
内
外
、令
供
奉
其
職
、延
長
八
年
十
一
月
二
日
、定
擬
侍
従
等
、

外
記
奉
左
大
臣
宣
、仰
今
月
十
〔
廿
〕八
日

 

66

　
御
即
位
由
、召
諸
司･

諸
衛
仰
之
、廿
日
召
仰

諸
衛
如
恒
、　

　ヽ

　ヽ

　ヽ

　ヽ

ヽ

装
束
使
装
飾
大
極
殿
、 

67

　

前
十
五
日
、装
束
使
仰
左
右
衛
門
府
、令
掃
除
龍
尾
道
以
北
、仰 

68

　

左
右
馬
寮
、令
掃
除
大
極
殿
以
北
小
安
殿
東
西
、又
仰
左
右
衛
門
府
、 

69

　

東
西
相
分
敷
砂
、仰
民
部
省
、令
諸
司
直
丁
等
掃
除
龍
尾
道
以 

70

　

南
、謂
直
丁 

仕
丁
也
、 

71

　

前
親
王
公
卿
習
礼
事
　
近
代
不
行
之

四
日
、親
王
公
卿
習
礼
於
八
省
院
、其
座
設
昭
訓
門
内
南
掖 

72

　

廊
、木
工
寮
結
管
貫
、大
蔵
省 

曳
幔
、掃
部
寮
設
座
、

少
納
言･
弁･

外
記
・
史･

々
生･

官
掌
等 

73

　

座
設
其
南
、件
習
礼
、近
代

不
行
之
、

 

74

　

前
二
日
、仰
主
殿
寮
、令
洒
掃
大
極
殿
内
並
高
御
座
、又
仰
左 

75

　

右
衛
門
府
、令
掃
除
小
安
殿
并
軒
廊
東
西
北
廊
等
、率
諸
司
装 

76

　

飾
装
飾
大
極
殿
事
大
極
殿
、 

｣

77

　

南
栄
上
十
一
間
、懸
獣
形
繍
帽
額
、以
蘇
芳
色
油
為
裏
、在
大
蔵
省
、近 
例
納
官
厨
家
、 

78

　

木
工
寮
構
雲
梯
大
高
足
之
、
令
奉
仕
、他
高
所
装
束
、

同
用
此
雲
梯
、高
御
座
蓋
頂
、立 

79

　

大
鳳
形
一
翼
、高
一
尺
七
寸
許
、向
南
、其
前
後

在
南
北
立
八
花
形
鏡
各
一
面
、

薄
風
八
角
上
、立
小
鳳
形 

80

　

各
一
翼
、各
高
一
尺
許
、

各
向
方
、

 

81

　

南
面
薄
風
上
、比
立
鏡
三
面
、有
順
光
、　

大
四
寸
許
、 
82

　
　
　

応
徳
記
云
、鳳
中
間
毎
面
、比
立
八
花
形
鏡
三
面
、順
ハ
大
為
中
、

　
　
　
　
　

 
83

　

其
中
央
鏡
左
右
、立
堀
物
玉
唐
草
各
一
本
、北
面 

准
此
、 

84

　
　
　

応
徳
記
云
、中
央
鏡
左
右
、立
日
脚
形
、金
銅
彫
鏤
、中
入
火
取
玉
一
顆
、

形
如
雲
聚
、大
五
六
寸
許
、

 

85

　

自
余
七
面
准
之
、但
又
順
以 

大
立
中
、

蓋
裏
中
央
、着
大
鏡
一
面
、径
一
尺

許
、

 

86

　

角
木
下
、懸
玉
幡
各
一
流
、其
内
入
一
許
尺
八
面
、各
懸
堀
物
帽
額
、件 帽

〔
額
脱
〕

 

87

　
二
枚
、寛
徳
以
後
紛
失
、

不
懸
北
乾
方
之
、

其
内
懸
堀
物

舌
、以
玉
貫
飾
、並
内
匠･

内
蔵
両
寮
供
奉
、

四
方
各
七
枚
、四
角
各
七
〔
六
カ
〕枚
、

 

88

　

其
内
懸
御
帳
、表
紫
綾
、裏
緋
綾
、

件
帳
在
内
蔵
寮
、
高
御
座
鋪
禅〔
繧
繝
〕端
大
御
畳
一 

89

　

枚
、裏 絹
、
其
上
加
唐
錦
端
龍
鬢
地
鋪
、裏
濃 

打
、

其
上
鋪
唐
軟
錦 

90

　

端
茵
、狭
因
龍
鬢
五
寸
、面
白

唐
綾
、裏
濃
打
、

其
上
鋪
東
京
錦
端
茵
一
枚
、大
如
例
茵
、

面
白
織
物
、 

91

　
裏
濃
打
、並

東
西
行
、

 

92

　

左
立
螺
鈿
御
脇
息
一
脚
、 

93

　

右
置
張
脇
息
、有
錦
覆
、

入
綿
、 

94

　

土
居
上
鋪
青
地
鴛
鴦
文
錦
三
枚
、謂
第
二
層
、

　
　
　
　

 

95

　

壇
上
鋪
緋
地
盤〔
蛮
〕絵
綾
、謂
第
三
層
、

　
　
　
　

 

96

　
　
　

応
徳
記
云
、赤
地
唐
錦
云
々
、 

97

　

其
上
所
々
置
鉄
鎮
子
廿
枚
、裹
以
帛
、並
内
蔵
寮
供
奉
、

御
畳
掃
部
寮
進
之
、

 

98

　

壇
上
艮
乾
両
角
、立
繍
孔
雀
御
屏
風
各
二
帖
、毎
帖
四
枚
、裏
青
白
橡

綾
、以
緋
綱
并
鉄
鎮

 
｣

99

　
固
之
、件
鎮
子
者
不
裹
、他

屏
風
准
之
、掃
部
寮
供
奉
、
高
御
座
壇
下
東
西
三
間
内
并
身
屋
於〔
柱
〕 

100

　

内
、鋪
布
単
、其
上
鋪
両
面
錦
、東
西 

行
、

其
上
所
々
置
鎮
子
、件
両
面
、

不
及
東 

101

　
西
妻
各
二
枚
（
マ
マ
）

并
南
庇
、

身
屋
北
於〔
柱
〕南
辺
、起
自
高
御
座
艮
角
東
西
行
、 

102

　

立
黒
漆
幔
台
各
六
基
、 

103

　

東
第
二
間
東
於〔
柱
〕不
及
四
尺
許
、西
二 

准
此
、
曳
緋
綱
懸
柏
形
大 

104

　

結
幔
、内
蔵
寮 

供
奉
之
、
北
三
戸
懸
幌
、面
紺
絹
、裏
白
絹
、従（

マ

マ

）

継
殿
、請
内
蔵
寮

供
奉
、管
貫
木
工
寮
進
之
、

高
御 

105

　

座
東
西
相
去
二
丈
、立
褰
帳
壷
床
子
、左
向
西
、右
向
東
、与
高
御
座 

南
妻
平
頭
也
、

 

106

　

其
東
西
各
去
二
丈
五
尺
、更
各
北
折
五
尺
、立
威
儀
命
婦
座 

107

　

同
床
子
二
脚
、南
四
位
座
、当
高
御
座
東
階
南
開
於
〔
柱
〕、以
床
子
北
妻
当
件
柱
、五
位

座
、当
北
開
柱
、以
床
子
南
妻
柱

（
衍
カ
）当柱
、西
又
准
之
、但
件
座
当
殿
北
面 

108

　
東
西 

戸
、

東
西
戸
内
、立
白
木
床
子
九
脚
、三
行
立
之
、毎 

行
三
脚
、

為
屏 

109

　

繖
女
孺
座
、左
南
上
、西
面
、

右
南
上
、東
面
、殿
東
西
戸
閉
不
開
、二
不
懸
幌
、 

110

　

同
東
西
戸
北
壁
、雙
立
屏
繖
九
枚
、三
枚
一
丈
二
尺
、三
枚
九
尺
、

三
枚
六
尺
、西
又
准
之
、但

 

111



嘉
承
二
年
の
『
御
即
位
次
第
』
に
つ
い
て

三
三

　
左
翳
繍
、右

翳
綵
色
、

殿
南
庇
東
第
二
間
、置
侍
従
位
氈
二
枚
、一
枚
乾
、両

面
錦
縁
、

 

112

　
礼
畢
親
王
位
氈
、若
三
位
奉
仕
者
、

可
鋪
紫
縁
氈
、一
枚
巽
方
、緑
端
、四
位
侍
従
位
氈
、
南
栄
第
一
二
間
当
中 

113

　

柱
、置
少
納
言
位
氈
、件
氈
等
似
茵
絹
、中
子
鳥
毛
、掃
部
寮

供
奉
之
、近
例
東
退
鋪
中
央
、右
准
之
、
高
御
座 

114

　

西
腋
幔
内
、立
廻
六
尺
山
水
御
屏
風
、三
帖
、

　
　

其
南
方
立
几 

115

　

帳
、其
内
鋪
禅〔
繧
繝
〕端
畳
二
枚
、其
上
鋪
東
京
錦
茵
、 

116

　
鴛
鴦

文
、
為
皇
后
休
息
座
、延
長
八
年
、設
御
座
於
高

御
座
東
云
々
、近
例
如
此
、
高
御
座 

117

　

東
脇
幔
北
、立
廻
大
宋
御
屏
風
三
帖
、左
右
後
、

　
　
　

其
内
鎮
〔
鋪
カ
〕両 

118

　

面
三
枚
、為
摂
政
座
、广〔応

〕徳
官
記
云
、屏
風
一
帖
、近
例
高
御
座

壇
上
西
北
角
、敷
菅
円
座
一
枚
為
摂
政
座
、
北
中
戸 
｣

119

　

内
高
御
座
北
階
東
西
、各
張
斑
幔
、主
殿
寮
供
奉
、

南
北
行
、

其
内
敷
葉 

120

　

薦
、其
上
鋪
細
布
単
、加
両
面
、内
蔵
寮
供
奉
、以
此

為
殿
申

〔
中
〕莚
道
、

 

121

　

高
御
座
北
階
与
殿
申〔
中
〕扉
之
間
東
西
一
間
、立
書
御
屏
風 

122

　

各
一
帖
、南
北
妻
、掃
部
寮
供
奉
、

近
代
用
大
宋
御
屏
風
、
従
同
戸
外
掖
経
軒
廊
、至
于
小 

123

　

安
殿
北
戸
東
西
同
〔
両
カ
〕掖
、威
〔
曳
カ
〕同
幔
、軒
廊
従
柱
外
、小
安
殿
従
柱
内
、件
幔

近
借
摂
政
家
油
纐
纈
懸
之
、

 

124

　

其
間
鋪
葉
薦
、其
上
鋪
細
布
単
、六
幅
、

　
　

其
上
鋪
両
面
、件 両 

125

　
面
本
三
幅
、近

代
用
二
幅
、

高
御
座
北
階
下
、東
幔
以
東
大
佶
〔
結
ヵ
〕倍

（
衍
ヵ
）幔
以
北
、設 

126

　

女
官
候
座
、近
代
設
北
庇
、

西
又
准
之
、

其
内
鋪
葉
薦
、其
上
南
鋪 

127

　

黄
端
畳
、北
鋪
葉
薦
、並
東
西
行
、

　
　
　
　

 
128

　

小
安
殿
除
中
央
間
外
東
西
各
四
間
南
頭
、立
亘
布
障
子
、 
129

　
内
蔵
寮 

供
之
、
其
中
戸
内
東
西
掖
南
北
行
、立
同
障
子
各
一
枚
、 

130

　
並
有 

台
、
其
東
四
間
内
東
二
間
、装
飾
皇
后
御
座
、掃
部
寮 

供
奉
、

以
緋 

131

　

綱
曳
東
北
二
方
、懸
纐
纈
斑
幔
、綱
大
蔵
省

進
之
、

其
内
鋪
葉
薦･ 

132

　

広
莚
等
、東
北
二
面
立
大
宋
御
屏
風
、其
御
屏
風
与
斑
幔 

133

　

之
間
相
去
四
尺
許
、鋪
黄
端
畳
十
枚
、東
四
枚
、北
六
枚
、為

皇
后
宮
女
官
候
座
、

南
立 

134

　

変
天
雲
御
屏
風
三
帖
、近
代
不
見
、亦
立

大
宋
御
屏
風
、

西
方
従
幔
相
去
四
尺 

135

　

許
、立
大
宋
御
屏
風
三
帖
、北
掖
二
帖
、南
掖
一
帖
、

其
間
開
之
、

其
東
去
四
尺 

136

　

許
、立
同
御
屏
風
一
帖
、為
屏
代
、

　
　
　

其
内
装
飾
御
座
、 

137

　

当
西
第
二
間
中
央
、鋪
紫
二
色
綾
毯
代
、四
角
置 

鎮
子
、

其
上
立
塵 

138

　

蒔
大
床
子
二
脚
、治
暦
用
螺
鈿
大
床
子
并
犀
形
鎮
子
於

在
（
マ
マ
）敷
、广
〔
応
〕徳
立
平
文
御
倚
子
云
々
、

 

上
鋪
高
麗 

139

　

褥
、其
東
去
三
尺
許
南
北
行
、立
白
木
細
床
子
一
脚
、 

｣

140

　

上
鋪
軟
錦
端
御
畳
、礼
服 

御
座
、
其
東
面〔
南
〕北
行
、立
書
御
屏 

141

　

風
三
帖
、西
向
、又
用

大
宋
、

其
東
方
南
北
行
、立
六
尺
山
水
御
屏
風 

142

　

三
帖
、東
向
、其
内
装
飾
皇
后
御
座
、件
皇
后
御
座
、子
細
不
見
記
文
、

為
平
鋪
歟
、供
細
帖
、上
鋪
茵
、 

143

　

天
皇
御
座
西
御
屏
風
乾
角
、立
書
御
屏
風
二
帖
、南
向
、開

戸
東
端
、近 

144

　
代
西
端
近
東
、近
代

立
大
宋
御
屏
風
、

其
内
鋪
小
莚
二
枚
、立
朱
漆
小
倚
子
一
脚
、 

145

　
為
御
装 

物
所
、
此
御
屏
風
以
東
、開
皇
后
莚
道
、又
可
用

両
面
歟
、
殿
北
面
東
西 

146

　

戸
懸
幌
、如
大
極
殿
、

　
　
　
　

西
四
間
内
傍
東
南
障
子
并
西
北
壁
、鋪
薦･ 

147

　

畳
等
、設
女
官
座
、西
四
間
南
障
子
南
砌
壇
上
、東
西
行
鋪
畳
、 

148

　
殿
上
侍
臣

座
、

西
妻
壁
下
南
北
行
、鋪
座
二
行
、蔵
人
等

座
、

従
大
極
殿
艮 

149

　

角
壇
下
北
行
、立
幔
柱
張
斑
幔
、至
于
小
安
殿
艮
角
折
、 

150

　
当
殿
中
戸
中
央
、立
加
両
幔
柱

於
東
西
端
、為
御
輿
幸
時
之
幔
門
、
経
同
殿
乾
角
南
折
、竟
同
坤
角
、 

151

　
去
壇
下
各 

二
丈
許
、

斑
幔
内
、殿
東
西
戸
外
掖
、南
北
張
幔
、東
戸
西
掖
、

西
戸
東
掖
、 

152

　

斑
幔
外
、当
昭
慶
門
東
西
掖
、結
管
貫
南
北
行
懸
幔
、此 幔 

153

　
当
昭
慶
門
内
屏
門
幔
左
右
、件

幔
可
申
絹
歟
、

門
前
張
屏
代
幔
、昭
慶
門
差
北
去
、嘉
喜･

永
福
門
差
南
近
、如

 

154

　
式
者
、可
懸
門
面
、如
記
文
可
立
北
庭
歟
、而
广
〔
応
〕徳
記

諸
小
門
懸
大
蔵
省
斑
幔
、不
懸
昭
慶
門
、可
尋
之
、

昭
訓
門
内
南
廊
第
立
〔
二
カ
〕

 

155

　

間
壇
下
、西
去
三
丈
五
尺
南
去
一
丈
、設
内
弁
大
臣
一
丈
幄
、纐
纈
、

黒
漆 

156

　
骨
、東
方
垂
内
幔
、

余
方
不
垂
之
、

其
下
鋪
蘆

、立
兀
子
、掃
部
寮

供
奉
之
、
其
前
立
黒 

157



樋　

笠　

逸　

人

三
四

　

漆
案
一
脚
、幄
南
立
鉦
鼓
、南
一
丈
立
鉦
、其
南
立
鼓
、北
鉦
、

南
鼓
、 

158

　
其
東
立
兵
庫 
官
人
床
子
、
大
臣
幄
東
砌
、鋪
外
記
・
史
座
、西
上
北
面
、

平
敷
、

左
右
近
衛 

159

　

陳
設
殿
南
壇
下
、南
去
三
丈
東
西
折
一
丈
、此
謂
階
下
陣
、左
以
西

為
上
、右
以
東
為
上
、各
立 

160

　
胡
床
四
行
、毎
行 

十
脚
、但
不
立
幡
、
其
後
鋪
内
記
座
、其
後
鋪
内
史
座
、已
上
平
敷
、

　
　
　
　

 
｣

161

　

内
匠･

兵
庫
両
寮
、率
木
工
夫･

鼓
吹
戸
等
、当
大
極
殿
中 

162

　

階
南
去
十
五
丈
四
尺
、樹
銅
烏
幢
、北 向
、
東
樹
日
像
幢
、次
朱〔
雀
脱
〕

 

163

　

旗
、次
青
龍
旗
、此
旗
当
殿 

東
頭
柱
、

銅
烏
幢
西
樹
月
像
幢
、次
白
虎
旗
、 

164

　

次
玄
武
旗
、件
旗
当 

殿
西
柱
、
並
前
十
五
日
、内
匠
寮
与
木
工
寮
共 

165

　

建
柱
管
、相
共〔
去
〕各
二
丈
、与
蒼
龍･
白
虎
両
楼
南
妻
柱
平
頭
、中
階 

166

　

南
去
十
丈
東
西
相
対
、各
立
火
炉
榻
一
脚
、東
西
相 
去
六
丈
、
上
各
居 

167

　

香
奩
一
口
、図
書
寮
供 

奉
、盤

〔
蛮
〕絵
、
其
南
頭
各
立
床
子
一
脚
、東
西
相
去
六
丈
、主
殿･
図
書
両
寮
生
火
焚

 

168

　
香 料

、当
日
早
朝
、中
務
丞･

録
率
史
生
・
省
掌
等
、中
階
南 

169

　

去
十
二
丈
西
折
、置
典
儀
版
、差
西
南
退
置
賛
者
版
、式 

170

　

部
丞･

録
率
史
生･

省
掌
等
、置
版
位
六
十
二
枚
、卅
一
枚
正
位
、卅
一
枚

侍
従
、但
位
多

 

171

　
少
当
時

云
之
、 

172

　

龍
尾
道
南
十
七
丈
、置
宣
命
版
位
、 

173

　

東
折
二
丈
五
尺
、更
南
去
四
丈
、置
太
政
大
臣
版
、無
其
人
者
不

置
之
、

 
174

　

南
去
左
大
臣
版
、南
去
納
〔
大
脱
〕言
版
、南
去
中
納
言
版
、東
去
八
尺 

南
折
二

 
175

　
尺
、三
位
参
議･

王
四
位
参
議
標
、紫
宸
殿
装
束
日
記
云
、中
納
言
標
東
去
八
尺

南
折
二
尺
、立
三
位
参
議･

非
参
議
三
位
標
、

 

176

　

南
去
四
位
参
議
版
、南
去
臣
四
位
版
、南
去
五
位
版
三
、 

177

　

南
去
六
位
版
二
、　

南
去
七
位
版
二
、南
去
八
位
版
二
、 

178

　

南
去
初
位
版
二
、　

南
去
無
位
版
二
、相
去
各

一
丈
三
尺
、 

179

　

宣
命
版
位
西
去
二
丈
五
尺
南
折
四
丈
、置
親
王
版
、南
去
右
大
臣
版
、 

180

　

南
去
非
参
議
三
〔
一
二
カ
〕位
版
、南
去
非
参
議
王
三
版
〔
位
脱
〕、非
参
議
臣
三
位･

王
四
位
、

少
退
東
西
、其
丈
尺
准
□
、 

｣

181

　

南
去
王
五
位
版
、　

南
去〔
臣
脱
カ
〕
四
位
版
、　

南
去
五
位
版
三
、 

182

　

南
去
六
位
版
二
、　

南
去〔
七
脱
〕位版
二
、　

南
去
八
位
版
二
、 

183

　

南
去
初
位
版
二
、　

南
去
無
位
版
二
、 

184

　

龍
尾
道
東
西
階
上
当
楼
北
辺
、設
左
右
近
衛
陣
、各
去
楼
三
丈
五

尺
歟
、諸
〔
謂
〕此
花

 

185

　
楼
陣
、左
以
中
為
上
、大（
不マ

久マ
方）
云
々
、右
以
北
為
上
、
其
前
北
立
龍
像
幡
、其
南
立
万
歳
幡
、其 

186

　

南
立
鷹
像
幢
、並
高
二
丈
四
尺
、其
南
小
退
東
西
、設
中
務
丞
（
マ
マ
）

 

187

　

内
舎
人
等
陣
、各
居
胡
床
、中
務
式
云
、輔
胡〔床
脱
〕

以
虎
皮

鋪
之
、虎
皮
奏
請
内
蔵
寮
、事
了
返
上
者
、
東
面〔
西
〕

纛
各
一
流
、 

188

　

鉦
鼓
各
一
面
、諸
衛
効
此
、中
務
式
云
、
纛
幡
二
流
、豫
堀
穴
樹
管
柱
、鉦
鼓
各
二

面
、並
有

并
槌
、内
裏
式
云
、纛
与
青
龍
旗
相
連
去
六
尺
〔
丈
〕、与
近
仗
纛 

189

　
平
頭
、豫
〔
隊
〕旗
自
纛
少
西
進
、

並 

諸
衛
各
有
鉦
鼓
、北西
亦
同
、

鉦
南
鼓
、

大
極
殿
艮
角･

小
安
殿
巽
角
、又
設
左
近
陣 

190

　

幡･

胡
床
、西
亦 

准
之
、 

始
新
例
者
、東
西
登
廊

南
、設
近
衛
陣
云
々
、

左
右
兵
衛
設
龍
尾
道
東
西
陣〻 

191

　

階
下
陣
、南
去
三
丈
東
西
去
各
一
丈
、督
在

外
、前
立
虎
形･

熊
形
幡
、

兵
衛
陣
又
設
昭
慶･

嘉
喜･

永
福 

192

　

門
等
内
、立
幡･

胡
床
、
左
右
衛
門
設
会
昌
門
外
陣
、立
鷲
像
幡･

鷹
像
幡
、

亦
尉
以
下 

193

　

設
応
天
門
外
、志
以
下
陣
設
朱
雀
門
外
、幡･

胡
床
准
上
、諸
衛
鉾
旗
数
見

雑
例
、第（マ

マ
）尺准
上
、

 

194

　

従
朱
雀
門
外
至
于
教
業･

豊
財
南
坊
、但
衛
士
陣
、謂

三
条
坊
門
、

宣
政･

章
善 

195

　

門
等
之
外
、設
左
衛
〔
右
脱
〕門
陣
、当
日
丑
一
刻
、設
式
部
輔
以
下
省
掌 

196

　

以
上
座
於
省
西
門
、会
昌
門
内
東
西
掖
壇
、左
右
衛
門
府
各
居
銅 

197

　

鋳
狛
犬
形
一
頭
、北
向
、

　
　

同
門
東
西
掖
壇
上
、各
☒
■
左
右
衛
門
府 

198

　

胡
床
一
脚
、伴･

佐
伯
開

門
間
也
、

章
徳･

興
礼
両
門
前
東
西
行
、各
帳〔
張
〕 

199

　

幔
一
条
、他
効
此
、大
蔵
省
式
云
、諸
門
懸
幔
、内〔南
三
大
〕

二
丈
門
不
用
、但

承
平
日
記
云
、会
昌
門
前
立
斑
幔
云
々
、

東
朝
集
堂
設 

200

　

親
王･
公
卿
座
、従
東
堂
身
屋
北
第
三
間
東
柱
下
南
行
、立 

201

　

大
臣
以
下
兀
子･

独
床
子･

簀
子
敷
床
子
、北
上
西
面
、兀
子
大
臣
以
下
中
納
言
以
下
〔
上
〕、

独
床
子
三
位
参
議･

散
三
位
、簀
子

 
｣

202

　
敷
床
子 

参
議
、

其
上
各
有
敷
物
、大
臣
紫
色
、大
納
言
緑
色
、中
納
言

黄
色
、参
議
黄
端
茵
、

大
臣
座
前
立 

203



嘉
承
二
年
の
『
御
即
位
次
第
』
に
つ
い
て

三
五

　

白
木
床
子
、置
硯
筥

料
、

東
壇
下
立
白
木
床
子
二
脚
、弁･

少
納
言

座
、

其 

204

　

東
立
二
脚
、外
記 

史
座
、
置
毎
前
立
空
〔
壷
カ
〕床
子
、其
東
立
四
脚
、 

205

　
官
掌･

召
使
座
、
置
南
北
行
、西 向
、従
西
堂
身
屋
北
第
三
間
西
柱
下
南
行
、 

206

　

立
親
王
以
下
散
三
位
以
上
兀
子･

独
床
子
、近
代
不
見
、

　
　
　
　

 

207

　

会
昌
門
外
東
去
九
丈
、自
南
去
五
丈
立
鉦
、南
去
一
丈
立
鼓
、 

208

　

応
天
門
内
東
西
壇
上
、敷
式
部
座
二
行
、前
一
行
置
録
座
、後
一
行

史
生･

省
掌
座
、置
東
西
行
、 

209

　
北 面
、
左
闕
楼
西
南
角
壇
下
、西
去
一
丈
立
鼓
、其
北
去
六
尺
立
鉦
、朱 

210

　

雀
門
内
東
去
十
丈
、自
垣壇〻
北
去
七
丈
立
鉦
、北
去
一
尺
立
鼓
、昭
慶
門 

211

　

内
面
東
掖
五
間
、為
摂
政
宿
所
、西
二
間
宿
所
、東
三
間
客
殿
、并
鋪
高
麗
端

畳
、但
摂
政
横
座
、公
卿
対
座
、其
末
鋪

 

212

　
紫
端
畳 

各
一
帖（マ
マ
）枚、
其
南
壇
下
引
纐
纈
、東
西 

行
、
嘉
喜
門
外
面
東
掖
、為 

213

　

饗
所
、昭
訓
門
北
掖
四
間
、為
親
王
宿
所
、若
親
王
不
参
者
、

為
内
弁
宿
所
、

日〔
同
〕門 

214

　

南
四
門〔
間
〕、各〔
為
〕内
弁
宿
所
、若
親
王
不
参
者
、内
弁

在
北
、仍
三
位
侍
従
為
宿
所
、
光
範
門
、是
向 

215

　

於
昭
訓
門
之
西
廊
門
也
、以
外
面
北
掖
四
間
、為
右
方
三
位
侍
従 

216

　

宿
所
、 

217

　

以
同
南
四
間
大
臣
宿
所
、 

218

　

以
東
登
廊
北
面
興〔
東
〕福
門
以
西
三
門〔
間
〕、為
左
褰
帳
宿
所
、以
西
登 

219

　

廊
北
面
西
花
門
以
東
三
間
、為
右
褰
帳
宿
所
、 
220

　
　
　

已
上
並
皆
懸
帽
額･

、 
221

　
　

但
褰
帳
宿
所
者
、
中
立
几
帳
、出
女
房
袖
口
、小〔
昭
〕慶
門
内
西 

222

　
　

掖
、為
御
輦
宿
、 

｣

223

　

幼
主
時
、南
殿
御
帳
後
、立
廻
六
尺
山
水
御
屏
風
、左
右
後
、為

皇
后
宮
、

其 

224

　

南
方
立
几
帳
、其
内
設
平
敷
御
座
茵
、鴦〔鴛脱

〕

 文
、 

225

　

当
日
早
公〔
旦
〕、御
湯
殿
如
常
、 

226

　

皇
后
度
御
南
殿
、有
莚
道
、女
房

奉
御
几
帳
、

近
習
侍
臣
助
之
、修
御 

227

　

諷
誦
於
十
ケ
寺
、件
寺
随

時
不
定
、
以
瀧
口
武
者
為
使
如
常
、 

228

　

行
幸
〔
事
カ
〕蔵
人
送
礼
服
女
房
於
大
極
殿
、殿
上
侍
臣
奉
出
車 

229

　

如
恒
、御
薬
陪
従
八
人
并
御
薬
御
膳
辛
櫃
等
如
恒
、左
右
衛
門

兵
〔
府
カ
〕衛士
、

出
納 

230

　

一
人･

小
舎
人
八
人
供
奉
、執
物
内
豎（
マ
マ
）

　

人
、御
笏･

御
挿
鞋･

式
筥
、 

231

　

又
御
調
度
給
内
蔵
寮
令
持
候
、御
唐
匣･

御
泔
坏･

御
火
取･ 

232

　

御
二
階･

御
脇
息･

几
帳
等
也
、六
位
蔵
人
一
人
行
幸
後
還
御

前
、令
神
祇
官
奉 

233

　
仕
大
殿

祭
、

并
雑
色
以
下
留
守
、時
刻
、大
臣
以
下
并
礼
服
不
具
公 

234

　

卿
等
参
内
、近
代
用

有
文
帯
、若
御
里
内
裏
者
、被
仰
留
守
参
議
并 

235

　

方
〔
弁
カ
〕、次
大
臣
参
入
於
弓
場
殿
、奏
宣
命
、無
草
、若
加
別
事
者
、可
奉

奏
草
歟
、立
后
由
相
加
時
也
、 

236

　

又
給
下
名
并
位
記
筥
、蔵
人
二
人
給
之
、大
臣
豫
信〔
仰
〕内
豎
令
持
ヽ〔
之
〕、 

237

　
若
御
里
同
〔
内
〕者
、内
記

下
部
可
持
歟
、

向
八
省
宿
、差
内
記
送
宣
命
於
宣
命
使
宿 

238

　

所
、其
位
記
筥
等
在
宿
所
、 

239

　

次
主
上
出
御
、男
帝
位
袍
、童
帝

但
（
マ
マ
）豫并
御
挿
鞋
、
於
御
帳
西
、陰
陽
師
往
反
閉
、 

240

　

畢
退
出
、於
西
階
出
納
給
禄
、裶〔

褂
〕、

　

次
左
次
将
以
上
〔
下
カ
〕出
自
敷
政
門
、 

241

　

列
日
華
門
外
、右
次
将
率
御

長
等
、之
中
用
番
長
一
人
、但
御
大

内
時
、不
具
腰
輿
、

 

242

　

経
階
下
至
同
門
外
、宸
儀
出
御
帳
南
頭
、釼
璽
内
侍
立
左 

｣

243

　

右
、即
持
立
御
輿
鳳
輦
、

　
　

於
門
前
橋
上
、次
将
挂
手
、左
北
右〔南
脱
〕
、上
臈
少
将

前
立
、中
将
以
下
依 

244

　
次
立
、以
中
為
上
也
、参
議
兼
中
将
者
、

在
公
卿
列
、御
輿
過
前
之
間
離
列
相
従
之
、
左
右
大
将
進
立
南
階
東
西
、立〔
王
〕卿 

245

　

列
立
庭
中
、西
面 

為
上
、
留
守
公
卿
立
列
後
、左
右
将
監
以〔

列
〕引

〔
下
脱
〕

陣
進 

246

　

立
、府
掌 
列
之
、
左
将
曹
率
近
衛
、開
左
腋
門
、主
鈴
入
■後

閉
門
還
入
、

司
着 

247

　

版
、勅
答
、令
申
与
、

　

司
退
、少
納
言
着
版
、若
無
少
納
言
、

少
将
為
代
官
、奏
、云 云
、勅 

248

　

答
、取
礼
、

　

少
納
言
称
唯
傍
行
、召
鈴
名
二
声
、

　
　

如
恒
、次
少
納
言
至 

249



樋　

笠　

逸　

人

三
六

　

長
楽
門
階
辺
、令
主
鈴
出
鈴
印
（
×
名
）、相
共
前
行
、寄
御
輿
於
南〔
階
脱
〕

 

250

　

上
簀
敷
、御
輿
不 

向
西
北
、
御
輿
長
等
相
扶
持
、駕
輿
丁
等
退
候
階
腋
、 

251

　

掃
部
寮
敷
莚
道
、主
殿
寮
撤
輿
覆
、上
臈 

252

　

次
将
開
輦
戸
、内
侍
御
釼
、次
将
取
之
、置
輦
中
御
前
、右
頭
、応

徳
置
外

 

253

　
刃
、上
〔
主
脱
カ
〕不令

着
絲 

鞋
給
、着
挿
鞋
、
次
乗
御
、東
豎
子
取
挿
鞋
、次
入
御
璽
置
御
座 

254

　

左
、御
座
定
、近
仗
称
警
蹕
、若
大
将
不
候
、

中
将
称
云
々
、此
間
左
右
近
将
監 

255

　

各
一
人
登
自
西
階
、舁
大
刀
舁〔
契
〕櫃
授
大
舎
人
、先
是
主
上
未
出

御
之
間
、女
官
舁
御 

256

　
櫃
置
殿
南
簀
子

西
第
二
間
、

次
掃
部･

女
官
下
南
殿
御
格
子
、但
額
間 

殿
下
、

皇
后 

257

　

乗
御
輦
、奉
几
帳
同
上
、皇
后
乗
御
了
、次
将
閉
輦
戸
、 

258

　

御
輿
帷
不
上
云
々
、或
説
上
前
方
帷
、輿
中
有
中
懸
隔
皇
后
、 

259

　

此
間
近
衛
大
将
超
國〔
閾
〕召
大
舎
人
、二
音
、

　
　

大
舎
人
称
唯
、仰
云
、 

260

　

御
綱
張
礼
、

　

 

大
将
不
候
者
、 ◯ 

仰
之
中
将
、天
慶
十
年
正
月

一
日
例
也
、後
年
不
仰
、可
尋
之
、

 

261

 

262

　

行
列
次
第
、先〔是

カ
〕謂里
内
儀
、

　
　
　
　
　

 
｣

263

　

先
左
右
京
職
兵
士
、次
弾
正
台
忠･

疏
各
二
人
、次
兵
部
省
丞･
録 

264

　

各
二
人
、次
民
部
省
丞･

録
各
一
人
、次
雅
楽
寮
、次
治
部
省 

265

　

丞･

録
各
一
人
、次
式
部
省
丞･

録
各
二
人
、次
太
政
大〔
官
カ
〕
臣
史
二
人
、次 
266

　

隼
人
司
官
二
人･

史
生
二
人
、率
大
衣
二
人･

番
上
隼
人
四
人
番
上 

以
上
并 
267

　
帯
横
刀
乗
馬
、但
大
衣

已（マ
マ
）
上
取
桙
歩
行
、

･

今
来
隼
人
卅
人
、次
左
衛
門
府
督
已
下
府
生 

268

　

已
上
列
立
、府
生
在
前
、

督
在
後
、

衛
士･

門
部
夾
、次
左
近〔
兵
〕衛
府
替〔
督
〕已
下
府
生
已
上 

269

　

列
、儀
如 

衛
門
、次
内
舎
人
中
分
左
右
、次
中
務
省
輔･

丞
各
二
人
中
分 

270

　

左
右
、次
侍
従
廿
人
中
分
左
右
、次
威
儀
御
馬
一
疋
、右
兵
衛
二
人･ 

271

　

取
物
騎
士
四
人
分
副
左
右
、次
左
威
儀
御
馬
如
右
、次
右
儲
御 

272

　

馬
一
疋
、次
左
儲
御
馬
一
疋
、左
右
馬
寮
頭
以
下
史
生
夾
、次
外
記 

273

　

二
人
各
分
左
右
、次
親
王
以
下
参
議
以
上
、先
上
臈
、次
駄
〔
鎰
カ
〕鈴
馬
、左 

274

　

右
近
衛
各
二
人･

大
舎
人
四
人
左
右
配
護
、次
主
鈴
、次
少
納
言
、次 

275

　

大
刀
、次
官
内
豎
四
人
、左
右
近
衛
将
監
各
一
人･

近
衛
各
二
人
左
右 

276

　

相
分
配
衛
、次
左
右
近
衛
騎
陣
各
卅
人･

歩
陣
各
卅
人
左
右 

277

　

陣
、歩
陣
在
内
、騎
陣

在
外
、丞〔並
カ
〕夾御
輿
、
左
右
将
各
一
人
歩
、将
二
人
共
候
于
御
輿 

278

　

左
右
、御
輿
長･

駕
輿 

丁
等
数
如
式
、
次
腰
輿
、次
菅
蓋
、次
屏
繖
、次
東
豎
子
、次

 

279

　

司
二
人
、次
御
匣
殿
蔵
人
二
人
、次
殿
司
二
人
、次
掃
司
八
人
、次
御
廁 

280

　

二
人
、次
后
辛〔
宮
〕御
廁
人
、次
長
女
二
人
、次
后
宮
長
女
、次
御
匣
殿
洗
女
二 

281

　

人･

后
宮
洗
女
、次
蔵
人
頭
以
下
十
人
、但
衛
府
在
本
陣
、殿

上
侍
臣
在
此
中
、

后
宮〔
亮
カ
〕

☒
進
、 

282

　

次
薬
殿
御
辛
櫃
、典
薬
寮
頭
率
侍
医
一
人･

薬
生
四
人
夾
、次 

｣

283

　

后
宮
属
、次
后
宮
侍
長
已
下
侍
已
上
、次
御
厨
子
所
御
辛
櫃
二
合･ 

284

　

水
樽
机
等
左
右
分
立
、比〔
次
カ
〕進
物
所
辛
櫃
二
合･

水
樽･

切
板
等
、次 

285

　

后
宮
進
物
所
御
辛
櫃
、次
内
膳
司
御
辛
櫃
二
人〔
合
〕･

水
樽
二
荷 

286

　

等
、正
奉
膳
率
典
膳
四
人
中
分
左
右
、次
后
宮
御
台
盤
、次 

287

　

造
酒
司
御
台
盤
二
脚･

御
酒
器･

火
炉
、官
人
二
人
率
酒
部 

288

　

四
人
中
分
左
右
、次
后
宮
御
酒
、次
主
水
司
御
辛
櫃
二
合･

御 

289

　

漿
水
樽
、官
人
率
水
部
四
人
中
分
左
右
、次
后
宮
御
漿
辛 

290

　

櫃
、次
内
蔵
寮
御
辛
櫃
四
合･

二
階･

御
脇
息･

御
几
帳
、官
人 

291

　

率
舎
人
中
分
左
右
、次
図
書
寮
、次
内
匠
寮
辛
櫃
一
合
、番 

292

　

上
二
人
左
右
副
立
、官
人
二
人
率
長
上
夾
、次
主
殿
寮
辛
櫃 

293

　

二
合･
松
明
持
等
、官
人
率
殿
部
左
右
夾
、次
后
宮
松
、次
掃
部 

294

　

寮
允･

属
各
一
人
、次
大
舎
人
寮
允･

属
各
一
人
、次
縫
殿
寮
允･

属 

295



嘉
承
二
年
の
『
御
即
位
次
第
』
に
つ
い
て

三
七

　

各
一
人
、次
大
蔵
省
丞･

録
各
一
人
、次
木
工
寮
允･

属
各
一
人
、大
膳 

296

　

職
進･

属
各
一
人
、次
大
炊
寮
允･

属
各
一
人
、女
官
已
後
大
寮
〔
炊
脱
カ
〕已 

297

　

前
並
分
列
、近
衛
陣
後
、兵

 

衛
陣
号
〔
前
〕、

次
右
兵
衛
府
、次
右
衛
門
府
、次
第
列
立
、 

298

　

次
摂
政
大
臣
車
、或
騎
馬
在
近
衛
陣
、广
〔
応
〕徳

例
也
、随
身
前
駆
等
如
常
、
次
后
宮
出
車
廿
両
、 

299

　

宸
宸
儀
入
御
小
安
殿
事

儀
入
自
昭
慶
門
、於
小
安
殿
北
壇
上
下
御
、内
侍
取
璽
釼 

300

　

置
大
床
子
上
、但
内
侍
未 

着
礼
服
、
経
両
面
莚
道
、入
御
東
隔
、幼
主
者 

301

　

執
柄
奉
袍〔
抱
〕、次
皇
后
下
御
、入
東
隔
、女
房
奉
几
帳
、同
上
、

　
　

 

302

　

先
是
后
宮
女
房
車
一
両
、先
参
入
候
此
所
、其
道
、下
自
嘉〔喜
脱
〕

門
、経
摂
政
宿
所 

303

　
南
壇
上
、可
入
自
小
安
殿

北
面
妻
戸
、

次
御
厨
子
所
供
少
饌
、此諸

衛
立
陣
事

間
諸
衛
立
陣
、 

｣

304

　
近
衛
将
以
下
陣 

大
極
殿
南
壇
下
、　
一
列
中
少
将
座
、

一
列
府
生
座
、　 

一
列
将
監･

将
曹
座
、

一
列
近
衛
座
、

 

305

　

大
将
代
以
下
陣
青
龍･

白
虎
楼
、将
監
以
下
相
分
陣
小
安
殿
、左
右 

306

　

近
衛
陣
龍
尾
道
南
階
下
、左
右
衛
門
督
率
尉
以
下
陣
於
会 

307

　

昌
門
外
、佐
率
尉
以
下
陣
於
广〔
応
〕天
門
外
、尉･

門
部
三
人
居
門
内
、 

308

　

尉
率
志
以
下
陣
以（
衍
カ
）下於
朱
雀
門
外
、左
右
衛
門
陣
会
昌
門
外
、 

309

　

同
尉
以
下
陣
朱
雀
門
外
、 

310

　

兵
衛
相
分
陣
昭
慶
門
左
右
腋
門
内
、 

311

　

衛
門
相
分
可
陣
昭
慶
門
北
、可
立
鷹
旗
、但
左
右
衛
門
相
分
可
陣

小
〔
昭
〕慶
門
北
、近
代
而
不
見
、

 
312

　

隼
人
司
陣
応
天
門
東
西
、 
313

　

諸
衛
各
着
陣
、諸
司
取
威
儀
物
、列
立
於
火
鑪
陣
北
、 

314

　
大
舎
人
在
左
近
北
、与
近
衛
纛
平
頭
、北
有
内
蔵
寮
、次
掃
部
、件

 

取
物
数
見
雑
例
、次
主
殿
寮
、並
自
大
舎
人
東
退
也
、左
右
西
退
、
主
殿･

図
書 

315

　

両
寮
、各
服
礼
服
列
鑪
東
西
、各
去
一
丈
五
尺
、両
寮
東
西
各
二
人
、第
一
人

当
鑪
立
、以
北
為
上
、相
去
各
五
尺
、

次
典 

316

　

儀
可
押
笏
紙
歟
、替〔
賛
〕者
入
自
光
範
門
就
位
、外
方
〔
弁
カ
〕公
卿
入
自
含 

317

　

耀
門
就
座
、西
面
北
上
、納
言
中
階
、参
議
南
階
、就
時
経
上
官
座
如〔
北
〕、 

318

　

昇
自
東
面
階
、降
時
用
西
階
云
々
、少
納
言
以
下
座
在
東
庭
西
（
脱
ア
ラ
ン
）

義
門 

319

　

就
西
朝
集
堂
、近
代
不
見
、 

320

　

弾
正
入
自
長
楽
門･

永
嘉
両
門
、謂
广
〔
応
〕天
門

東
西
掖
門
、
列
立
東
西
朝
集
堂
南 

321

　

頭
、式
部
丞･

録
以
下
起
応
天
門
内
廊
座
、列
立
砌
前
召
計
五
位 

322

　

以
上
、諸
儀
并〔
弁
〕備
訖
、典
儀
就
位
之
後
、弁
備
了
由

外
記
申
之
、
内内
弁
以
下
作
法
事

弁
大
臣
着
礼
服 

上〔出
カ
〕
宿
所 

｣

323

　

外
、々
記
進
跪
於
壇
上
申
代
官
、式
部･

兵
部
輔･

丞
也
、正
員
雖
参
猶
申
代
官
、

次
押
笏
紙
、次
取
副
下
名
於 

324

　

笏
、次
内
記
給
筥
、以
〔
次
カ
〕大
臣
入
自
昭
訓
門
、経
幄
北
着
兀
子
、前
案
可

置
式
筥
歟
、 

325

　
若
兼
大
将
者
、随
身
不
着
儀
服
、只
狩
胡
録･

脛
巾　

ヽ
（
脱
ア
ル
カ
）

　

ヽ

随
留
下
、或
説
、親
俊
為
二
条
関
白
随〔身
脱
カ
〕

至
同
壇
下
、府
生
一
人
外
他
人
不
入
、
内
記
持
位
記
筥 

326

　

置
内
弁
前
案
上
、式
部
二
筥
在
上
、同
一
筥
在
中
、兵
部
筥
在
下
、 

327

　

上
官
等
着
着（
衍
）幄
東
壇
下
上
（
衍
カ
）座
、大
臣
召
内
豎
、二
音
、

　
　

内
豎
立 

328

　

幄
南
、大
臣
宣
、式
乃

　

官･

兵
乃

　

司
召
セ
、同
内
豎
称
唯
出
召
、二
省
丞 

329

　

入
自
昭
訓
門
、経
幄
東
立
幄
南
、西
上
北
面
、

　
　
　
　

先
召
式
乃

　

官
給
下
名
、次 

330

　

召
兵
乃

　

司
給
下
名
如
常
、二
省
出
了
、大
臣
又
召
内
豎
、二
音
、内
豎 

331

　

如
初
立
幄
南
、大
臣
仰
云
、式
乃
官･

兵
能
司
召
セ
、内
豎
出
召
之
、二 

332

　

省
輔･

丞
立
幄
南
、大
臣
宣
、式
能
官
、輔
代
進
、大
臣
給
式
部
二
筥
、 

333

　

輔
帰
授
丞
、又
気
大
〔
色
脱
カ
〕臣
給
一
筥
、取
之
復
列
、若
叙
親
王
者
、有
三
合
、

式
部
丞
代
有
二
人
、

大
臣 

334

　

召
兵
司
給
位
記
筥
、二
省
経
左
近
陣
復〔
後
〕、下
自
龍
尾
壇
東
階
、 

335

　

経
章〔
昌
〕福
堂
東
并
南
、置
位
案
〔
記
脱
〕上
、兵
部
渡
馳
道
置
之
、式
部 

336

　

帰
東
、出
自
東
廊
北
端
脇
門
、兵
部
渡
西
、出
自
西
廊
北
脇
、 

337

　

時
外
弁
上
卿
召
々
使
、立
堂
西
、堂
中
階

北
面
、

上
卿
宣
、兵
ノ
司
召
セ
、 

338

　

召
使
出
召
之
、兵
部
丞
立
西
、堂
中
階 

北
面
立
、
上
卿
宣
、装
了
鼓
令 

339

　

撃
ヨ
、称
唯
退
出
、外
弁
撃
鼓
、九
下
、後
之 

鼓
員
同
之
、
諸
門
応
之
、即
開 

340

　

章
徳･

興
礼
両
門
、謂
会
昌
門
東
西
掖
門
、

自
余
小
門
先
已
開
訖
、両
氏
服
五
位
礼
服
帯
釼
、

今
度
叙
人
也
、雖
未 

341



樋　

笠　

逸　

人

三
八

　
給
先
例

如
之
、
率
門
部
、不
帯 

弓
箭
、
入
自
両
門
居
会
昌
門
内
胡
床
、此
間
於
堂

左
右
方

 

342

　
行
事
弁
各
一（脱
ア
ル
カ
）

人
、其
人
搢

☒

笏
不
抜
、案

事
理
、女
官
事
也
、五
位
蔵
人
可
行
歟
、
執
翳
女
孺
着
座
、入
自
大
極
殿 

｣

343

　

北
面
東
西
戸
、取
翳
着
座
、次
取
了
着
床
子
、各
南
上 

東
西
面
、
次
褰 

344

　

帳
左
女
王
、

右
典
侍
、出
自
左
右
登
廊
北
面
宿
所
、入
自
殿
北
面
西
戸
、侍
女
留
戸
下
、 

345

　

親
族
傍
人･
殿
上
侍
臣
三
人
取
帳
角
、近
例
被
定
仰
其 

346

　

人
、次
威
儀
命
婦
左
右
各
二
人
、参
自
後
殿
着
座
、命
婦
等 

347

　

同
着
訖
、侍
従
少
納
言
左
右
相
分
参
上
、侍
従
立
南
廊
〔
廂
〕東
西
第
二
間
、三
位
乾
、四
位
侍
従
可

着
錺
釼
代
歟
、共
右
准
之
、少
納
言
立
南
栄
一
間

 

348

　
氈 上

、
次
開
門
、謂
会
昌
門
等
、両
氏
降
自

壇
立
、令
門
部
開
之
、

次
兵
庫
頭
申
内
弁
大
臣
云
、令
撃 

349

　

召
刀
祢
鼓
牟
、大
臣
宣
、令
撃
ヨ
、頭
称
唯
召
鼓
師
、令
撃
之
、 

350

　
諸
門
皆
応
、鼓

師 

装
束
如
舞
人
、
叙
人
等
東
西
列
立
畢
、参
議
以
下
降
自
朝
集
堂 

351

　

西
階
、納
言
中
階
、

参
議
南
階
、入
自
会
昌
門
左
扉
就
標
、散
三
位
以
上
入
自
西
扉
、 

352

　
近
代
不
見
、

　
　
　
　

次
二
省
大
少
輔
并
丞
以
下･

兵
部
輔
以
下
、各
引
叙
人 

353

　

入
自
東
西
扉
、次
天
皇
自
小
安
殿
馬〔
道
脱
ヵ
〕并登
廊
莚
道
、遷 

354

　

御
於
大
極
殿
、 

355

　

此
登
壇
作
法間
後
三
条
院
結
手
族
〔
給
カ
〕、如
大
日
如
来
拳
（
×
奉
）印
、本
持
一
字
金
輪
為 

356

　

御
本
尊
給
、若
即
位
日
可
結
此
印
之
由
有
所
是
〔
見
カ
〕歟
、故
摂
政 

説

（
割
書
ナ
ラ
ン
）
云
、 

357

　
旧
記
有
此
事
、不
知
何
年
院
、又
不
侍
〔
待
〕諸
事
弁

備
、以
吉
時
先
着
高
座
結

〔
給
カ
〕、是
又
吉
例
歟
、

先
御
前
命
婦
四
人 
358

　

相
分
前
行
、当
高
座
左
右
開
柱
立
、六
幅
布
単
人
敢
不
踏
、

但
聴
御
前
命
婦
等
踏
、次
内
侍 
359

　

二
人
取
釼
璽
在
前
後
、歩
自
両
面
上
、五
位
蔵
人
助
之
、

以
上
女
房
皆
着
礼
服
、

次
御
座
定
、不
脱 

履
給
、 

360

　

次
内
侍
置
釼
璽
於
御
座
左
方
、内
侍･

御
前
命
婦
等
退
下
、候
高 

361

　

座
北
廂
、摂
政
献
御
笏
給
、蔵
人
頭
奉
執
柄
件
笏
、以
方
為
上
、用 給
、 

362

　

又
可
置
式
於
御
座
右
歟
、次
女
房
十
人
、近
代
此
中
典
侍
二
人
、命
婦･

蔵
人

各
四
人
、出
自
小
安
殿
西
隔
、着（顚
倒
カ
）

并
例 

｣

363

　
節
会
装
束
、若
御
母
后
之
時
、其

遷
御
之
後
可
参
歟
、

次
皇
后
遷
御
於
大
極
殿
、女
房
等
奉 

364

　

几
帳
如
先
、 

365

　

皇
后
御
高
座
西
幔
内
座
、延
長
吏
部
記
如
此
、寛
和
小
野
右
府
記
、皇
后
同

御
高
座
主〔云
々
カ
〕

上
彼
年
御
座
是（マ
マ
）慥不
上
歟
、記
云
、褰
帳 

366

　
後
不
奉
見
宸
儀
云
々
、長
和
記
、母
后
同
御
高
座
、以
三
尺
几
帳
隔
之
、

晋
書
云
、太
后
施
白
紗
帷
、是
抱
帝
之
、案
事
理
、雖
天
子
争
母
后
御
平 

367

　
座
之
時
御

高
座
哉
、

次
兵
庫
頭
申
大
臣
三〔
云
〕、令
撃
鉦
牟
、大
臣
宣
、令
撃
与
、 

368

　

兵
庫
頭
召
鉦
師
、令
撃
、三
丁
〔
下
〕、後 

員
准
之
、
二
九
女
孺
奉
翳
、出
自
第
二
間
、更
経

少
納
言
後
、進
御
前
南 

369

　
廂
立
三
行
奉
之
、長
翳
在
内
、中
翳

在
中
、短
翳
在
外
、

此
間
褰
帳
昇
自
東
西
階
、上
御
帳
南 

370

　

面
帷
、女
官
相
助
、自
内
以
針
縷
固
之
云
々
、複〔
復
、以
下
同
ジ
〕

本
座
、次
執
翳
退 

371

　

複
座
、天
皇（
マ
マ
）笏
、南
面
、

　
　

執
仗
称
警
、式
部
先 

称
面
伏
、群
官
磬
折
、諸
仗
共
居
、 

372

　

主
殿
官
人
生
火
於
炉
、図
書
焼
香
、主
殿
先
出
生
灰
、図
書

次
出
焼
香
、告
天
也
、

典
儀
曰
□〔
再
拝
〕□ 

373

　
一
両
歩 

進
称
之
、
賛
者
承
伝
、百
官
再
拝
、但
殿
上
侍
従
不

拝
、内
弁
又
同
、
宣
命
使
自
列
歩
出 

374

　

両
三
歩
、揖
而
西
折
、出
自
三
位
以
上
四
位
以
下
両
案
之
間
就
版
、毎
折 

375

　

有
揖
、反
〔
及
カ
〕馳
道
之
間
頗
斜
行
、就
版
、揖
而
搢
笏
、当
右
腋
開
文
、 

376

　

更
当
前
、宣
制
二
段
、或
三
段
、西

宮
流
多
用
二
段
、
群
臣
先
再
拝
、後
拝
舞
、但
武 

377

　

官
不
拝
、振
諦〔
旆
〕称
万
歳
、近
代
不
拝
万
歳
、件
万
歳
旆
有
階
下
、左
近
官
人
向
花

楼
陣
振
之
、如
式
者
、六
府
物
節
各
一
人
振
之
、

 

378

　
而
近
代
左
近
一
府
振
之
、多
用

舞
人
、只
称
悦
、

次
宣
命
使
複
列
、廻
左
経
列
上
、自
納
言 

379

　

与
参
議
列
之
中
複
、毎
曲
節 

有
揖
、

万
歳
上
声
、次
式
部
大
輔
代
、進
着 

380

　

位
案
、叙
三
位
以
上
、若
叙
親
王
、参
議
可
唱
、然
者
礼
服
参
議
可
唱
歟
、内
弁

先
可
奏
、以
其
参
議
可
為
式
部
卿
代
之
由
可
奏
歟
、仍
可 

381

　
仰
外 

記
、

次
少
輔
叙
五
位
以
上
、次
兵
部
少
輔
叙
武
官
五
位
以
上
了
、武
官 

叙
位 

382

　
者
装
束
可
尋
、若 

時
佐
可
帯
弓
箭
、
次
叙
人
相
依
馳
道
拝
舞
、複
列
、典
儀
曰
再
拝
、 

｣

383

　

賛
者
承
伝
、群
官･

被
叙
人
等
共
再
拝
訖
、左
侍
従
在
北
者
、 

384

　
儀
式
之
〔
云
〕 

有
南
者
、揖
西〔
而
〕経
四
位
侍
従
前
、出
南
栄
、揖
而
西
折
、進
西
行
、至
東 

385

　

第
四
間
漸
屈
其
腰
、入
自
同
第
五
間
東
楹
西
、磬
折
、西
折
大 

386

　

小
傍
行
各
三
歩
、 

387



嘉
承
二
年
の
『
御
即
位
次
第
』
に
つ
い
て

三
九

　

当
于
御
前
、跪
而
膝
行
三
度
、以
揖
、更
亦
挽〔

俛
〕伏
、左
右
引
笏 

388

　

退
而
謂
之 

逡
巡
、
奏
曰
、礼
畢
、其
音 

高
長
、揖
而
膝
行
退
還
、起
而
傍 

389

　

行
左
廻
、出
於
南
栄
、揖
而
東
折
至
第
二
間
、揖
而
北
折
複
本 

390

　

位
、以
揖
之
、経
四
位 

前
如
初
、
退
複
本
位
揖
、兵
庫
頭
申
大
臣
、令
撃 

391

　

鉦
、其
儀
如
上
、但
垂

御
帳
之
鉦
云
々
、
奉
翳
、褰
帳
垂
帷
、諸
仗
称
蹕
、天
皇
并 

392

　

皇
后
還
御
於
小
安
殿
、其
儀
准
上 
可
知
之
、

兵
庫
頭
申
大
臣
、令
撃 

393

　

退
鼓
牟
、大
臣
曰
、令
撃
与
、兵
庫
頭
称
唯
、令
撃
、刀
祢
召
〔
退
〕

鼓
云
々
、 

394

　

侍
従･

少
納
言
等
退
下
、次
内
弁
大
臣
退
出
、次
群
臣
先
叙
人
歟
、

百
官
行
列
、罷 

395

　

矣
、不
待
諸
門
鼓
応
、或
内
弁
及
百
官
退
後
、殿
上
侍
従
退
下
、是
叶
式
意
云
々
、

儀
式
云
、百
官
俱
従
上
而
罷
、朝
拝
式
云
、上
下

 

396

　

群（
割
書
ナ
ラ
ン
）

官
罷
、案
之
上
下
一
度 

従
上
可
罷
歟
、

殿
上
者
、侍
従･
少
納
言
、次
執
翳･

威
儀･ 

397

　

褰
帳
等
云
々
、次
還
宮
、留
蔵
人
一
人
於
少〔
小
〕安
殿
、令
送
女
房
、至 

398

　

左
衛
門
陣
、治
厂
〔
曆
〕例
、神
祇
官
於
大
〔
太
〕政
官〔庁
脱
カ
〕

欲
奉
御
麻
、

○　

而
称
無
前
例
被
停
止
、

神
祇〔
官
脱
〕奉大
麻
、至
南 

399

　

庭
南〻
寄
御
輿
如
恒
、准
上
可 

知
之
、

天
皇
下
御
、内
侍
取
釼
璽
、母
后 

400

　

下
御
了
、御
輿
退
、鈴
奏
、勅
答
、置
介
、少
納
言
退
、近
衛
中
将 

401

　

問
曰
、誰
之
か
、侍
公
卿
次
第
称
名
、留
守
公
卿
出
雖
有
後
位
、次 

402

　

称
名
、 

若於
大
極
殿
日
及
暗
之
時
事

於
大
極
殿
日
及
暗
者
、主
殿
寮
入
自
昭
訓･

光
範
両
門
、 

403

　

候
炉
北
頭
、諸
陣
各
陣
前
焼
火
、但
殿
上
不
挙
燈
□
□
之
、

　
　

 
｣

404

　

時
前
後
挙
地
星
如
常
、雨
儀
、王
卿
列
立
昌
福
堂
、叙
列 
405

　

在
暉
章･

修
式
両
堂
、以
板
敷
路
、趍
就
其
堂
云
々
、又
各
可
應〔
擁
〕 

406

　

笠
歟
、北
山
抄
曰
、此
儀
太
無
便
宜
、於
東
廊
可
行
之
、兵
部 

407

　

可
列
西
廊
歟
、諸
司
陣･

威
儀
物･

焼
香
等
儀
、於
両
堂
可
行
之
、 

408

　

但
彼
時
昭
訓
門
北
廊
第
四
間
立
太
子
幄
、南
廊
第
三
間
立 

409

　

大
臣
幄
云
〔
云
々
〕、今
案
、即
位
無
太
子
参
入
儀
如
何
至

〔
乎
カ
〕御
礼
服
次 

410

　

第
、凡
有
四
具
、 

411

　

一
御
礼
服
事具

男
御
装
束
、御
冠
巾
子
様
如
凡
人
、但
非
三
山
、前
後 

412

　

有
櫛
形
、以
羅
立
之
、

有
金
筋
、

押
鬘
、以
金 

彫
縷
、
御
巾
子
上
置
方
物
一
枚
、其
體
如
折

敷
、以
羅
作
之
、 

413

　
有
金 

筋
、
四
面
端
立
玉
、有
茎
、其
前
後
垂
玉
瓔
珞
各
十
二
流
、其 

414

　

頂
中
央
立
日
形
、有
茎
、

　
　

傍
向
、以
水
精
二
枚
合
作
、其
中
立
三 

415

　

足
赤
烏
、日
形
□
〔
有
カ
〕順
光
、大
袖
緋
色
、繍
文
有
、日
第
一
、

　
　

月
二
、星
三
、 

416

　

山
四
、龍
五
、華
蟲
六
、雉
也
、

宗
彝
七
、虎･

也
、
似
猿
、已
上

八
章
在
大
袖
、

小
袖
同
色
、 

417

　

無
繍
文
、御
裳
同
色
、繍
文
等
、藻
第
一
、折

枝
也
、

粉
米
二
、黼
三
、 

418

　
也
、白
与

黒
也
、

黻
四
、両
己
字
相
戻

対
、黒
与
青
也
、

為
天
子
者
、合
華
蟲
為
一
、合
粉
米 

419

　

為
一
、已
上 

奇
（
マ
マ
）、

為
諸
侯
者
、各
開
為
二
、備

（
マ
マ
）

 也
、
如
尚
書
百
釈
者
、衣
文 

420

　

繢
、裳
文
繍
文
云
々
、一
具
童
御
装
束
、御
冠
下
作
如
成
人 

421

　

御
冠
、但
無
巾
子
、頂
有
四〔
日
〕形
、赤
烏
如
上
、正
面
向
与
上
異
、可 

422

　

尋
、以
金
糸
錺
之
、無
十
二
流
、御
額
立
鳳
形
、開
翅
正
面
、大
袖･ 

423

　

小
袖･

裳
色
繍
等
同
上
、一
具
女
帝
御
装
束
、御
冠
亦
有 

424

　

平
巾
子
、無
櫛
形
、押
鬘
上
有
三
花
枝
錺
之
、前
有
鳳
形
、 

｣

425

　

  

（
尾
欠
）




